
τ＆belle ち永久方形区継成表田純一

Bestandstabelle　（艮er
La撞fen（玉e　Nr。：

Daもe　d。　Aufnah蹟e：

　Hohe　d．　Bau醗schlchセ（獅）：

Deckung　d．　Bau醗schlchも（罵）：

｝｛Ghe　d．　S毛ra慧chschlcht（恥｝：

Deckung　d．　S毛rauchschlcht（％）：
韮｛δ溢e　（淀．　Kra疑tschlch｛；〈頂）：

Deck申言｝9　d。　Krauむschユch｛；（％）：

Arもenzah1：

1　）

Dauerquadra七（｝｛P（≧一1　）．

　　　　　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　　　　　調査彰月日

高水厨の高さ
高

低木屑の高さ

（m）

木層植被率　（％〉

（m）

｛碁i末1馨植被率　（％）

草本屠の高さ（m）
草本層植被率　（％〉

出路帯副

1D三e　uber¢en　anzen獣ersuchun　sze欺a避蒲ve伽d餓e轟Arten：

　　123456789’79　　，79　　，80　　，81　　，82　　，82　　’83　　’84　　’8§

　　6106661110106　　4　　　18　　　 3　　　　2　　　23　　　26　　　24　　　22　　　25

　10　　　10　　　10　　　10　　　10　　　10　　　10　　　10　　　10

　60　　　60　　　60　　　45　　　55　　　55　　　55　　　60　　　70

　　334444444　60　　　60　　　60　　　60　　　7◎　　　20　　　50　　　60　　　6◎

0．5　 0．5　 0．5　 0．5　 0．5　 0．5　 0。8　 0。8　 0．8
　20　　　20　　　30　　　30　　　30　　　40　　　30　　　20　　　20

35　　36　　49　　49　　61　　53　　58　　58　　55

10
「85

1玉

　17

　11

70
　　4

60

0．8

20
49

全調査時を通して全く変化のない種
　S翔11ax　chlna
　A順pe1Gpsls　brev1薫》ed疑轟cula毛a

　Ca王1工carpa　阻ollls

　Akebla　七r玉folla七a

2Dle　Arte轟　deren　酎en　e　Dec数媛n　s　rad　un（i

サルトリイハ、ラS
　　　ノフ“ドウ

　　　ヤフ“ムラサ串

　　　ミツバ“アケヒ“

SG21ab11玉とat

　　　　　　　　　　　s

　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　K

verandert　lst：

十

十

や

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

知的変化（被度、群度）の増減が児られた擾
　　R銭◎d◎dendron　kaempfer1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セマツツシ嵐

　　E羅rya　Japo謎1ca　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピサ力亭

　　PlerlS　3apO薙lca　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アセヒ“

　　Ilex　crenata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌツケ“

　　Pyro玉a」apomca　　　　　“　　　　　　イチヤクソウ
　　Sallx　bak｝く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ“ッコヤナキ甑

　Lyon1鼠　ova1王f◎ha　var．　elllptlca　　　　　　　　　　　　　ネシ“キ

　P「unus　＆「ayana　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウワミス“サ“クラ

　PIe！oblas七us　chlRO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アス“マネサ“サ

　Cal鋤agrostls　arandユnacea　vaL　brachytncha　ノガ・漱
　Rhus　tnch◎carpa　　　　　　　　　　　　ヤマウ｝しシ
　PrunUs　verecu識da　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カスミサ“クう

　Vlb媛r引臼旬　dllatatu鵬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力臓マス“ミ

　CarplnUS　Japonlca　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クマシラ艶

Alnus　hlrsuta　var．　slb1Rca　　　　　　　ヤマ’、ン井
3Dle　Arten　fセr　we圭che　m　el轟er　best鼎mte窮Schlcht　eme

S

S

S

S

K
S

S

S

S

K
S

S

S
S

S

Zu－　und　Abnah｝ne

2●2　 2・2　 2・2　 2・2　 2・2　 2●2　 2・2　 1の2　　1・2

2・2　 2　2　 2・2　 2。2　 2り2　 2ウ2　 2匿2　 2・3　 2・2
王・2　　1●2　　1・2　　1・2　　1・2　 1・2　　1・2　 1，2　 牽●2

÷．2　 ＋。2　 ｛・。2　 牽・2　 ÷・2　 ＋●2　 乎・2　 ÷92　　 ÷

牽・2　　＋　　 ÷・2　 牽◎2　 1◎2　 ＋ゆ2　　÷　　　幸　　　牽

1・2　　1。2　　1・1　　1・1　　争。2　　÷・2　　＋・2　　＋。2　　　＋

1・2　 1・2　 2。2　 2曾2　 2。2　 1・2　 1。2　 ＋・2　 1・2

牽●2　 や・2　　1。2　　1・1　　2・1　　1●1　　1。1　　1・1　　1・1

4・4　4。4　4・3　4・4　4・4　4・4　弓・4　〈隻・喋　4・4

　＋　　　＋　　 1・2　 噌『・2　　＋　　†・2　 ＋。2　 ＋・2　　“

2・2　 2●2　 2。2　 2・3　 4・3　 3．3　 3魯3　 3。3　 393
1。2　 1・2　　1・2　 2，1　 2。3　　1φ3　　か　　　＋　　　幸

　÷　　　＋　　　＋　　 1●1　　1。王　　1・1　　王。1　 2。2　 2・2
　千　　　　　や　　　　　争　　　　　や　　　　1。1　　　　十　　　　　÷　　　　　乎　　　　　十

　÷　　　嘩『　　　＋　　　÷　　 ＋。2　　 ＋　　　＋　　　＋　　 1蟹1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　beobachもet　worden　lst：
学寺定の階∫薩ζこのみ｛爵長か見られた種

1・2

2・2

牽・2

＋・2

　十

1・2

1・1

4・4

　十

3・3

　十

1・2

　十

PユnUS　セhu貌berg11

Schλzophrag翔a　hydrangeGldes

③uercus　serrata

L◎疑1cera　3ap◎轟ユca

Rhus　a装め1歪ζua

ク日マツ

イ男ブラミ

コナラ

スイカス“ラ

ツタウルシ

B
K
S

K
S

K
S

S

K

4・4　4・4

　→」　　　　十

1・2

　0

　十

1・2

　，

4D叉e　A・も・・f這…1・h・m・11・。　S。h、cht。。。、ne　Z。．　u。d　Ab。。hm。　b。。b。。ht。t。。。den、。t、

4。4　　3・4　 4。4　　4。4　　4◎魂　　4陰4　 4β4　　4σ4

＋2　　…

　十　　　　十　　　　÷　　　　や

　十　　　　　十　　　　　十　　　　　十

1◎2　　1・1　　王◆1　　191

　・　　　　　÷　　　　1・1　　　1・1

重・2　　・　　　・　　＋

　十　　　　牽　　　　十　　　　十

　や　　　　　十　　　　　壱　　　　　十

　●　　　　・　　　　牽　　　　亭

　＋　　　＋　　＋φ2　 ＋・2

　＋　　　や　　 1ρ2　　1塵2

1・1　　1・2　 192　　＋

王・2　　132　　1e2　　＋

1・2　　1・2　　1。2　　 。

　十　　　　　十　　　　　十　　　　　十

率　　　か　　1・2　　・

全階輝鍵を通して～肖長を伴う変イヒか見ら象した種

Carpeslu鵬　dlvar互catu鶏
Elaeag轟US　U恥bellaもa
挺1scan｛；h羅S　S1識e糞SIS

Sy阻P10COS　C◎reana
l）10scorea　tokoro

Lys1鶏achla　clethroldes
So玉玉da蓋ζ◎　vlrga－aurea　var．　aslat王ca

H級bus　pa互獅a七us　var。　coptophylIUS
Chエ即ap｝u　la　Japonユca

Rhododendr◎識　Japonlcu鵜

Trlpterosper恥um　JaponユCU鵬
《cer　pa1田aもum

Lespedeza　blcolor　f。　ac慧t三fo生1a

Ce玉astr斌s　orb1C1ユla驚US

Lespedeza　pllosa
Qph玉opO務O駐　japO轟1cus

Alns1ユaea　ap三CU玉ata

Fraxlnus　s夏ebo玉d三ana

StyraX　Japo轟芝ca
Hy峯》erlc軍陣　erecも1】L翰

As毛er　agerat◎1des　var。　ovatus
Agrostls　c三ava毛a　var．　轟ukabo

Ables　flr殖a
Acer　craもae菖1follu鐙

Cas毛aaea　cre飛a乞a

Acant熱opanax　sp弐轟os疑S
匿alus　sleb◎ld1ユ

Lonユcera　grac三11菱）es

Cep島＆la識セhera　erec毛a

Call夏carpa　3aPGnlca
C猷rpH｝羅s　laxlflora

An彦e｝1ca　p這besce轟S
Agr：閉。爲夏a　3a峯｝Q践1ca

Coccu1職s　or圭｝Σc慧玉ξ≧t犠s

Petenセ三四王a　frey蹴玉a簸a

A鋤峯》hlcarpaea　tr夏sper圃｝a

（≧犠erCUS　期0轟9◎至三ca　var．

L王rlope癬1轟or
Rosa　響lC｝｝慧ra三a轟a

grosseserrata

冨1CrOsteg1Ur陰　v1阻1轟eU醗　var．　嚢01ystachyU醗

CleE】atls　ternlf圭ora
露犠。轟y殖us　alatus　var．　apterus　f．　c三1ユaもode嚢もat

V＆CC王罰三U鵬　01dha旬1玉

Par毛henOCIss級s　trlc犠spld＆七a
Lys三種achla　』apo轟1ca　f．　subsessユ11s
Rubla　＆｝｛a轟e

玉）ξしph轟1ρわy玉王u田　telJS恥an登三1

P紋y擶a

OPIls順enUS
PIcrlS
C王ema㌃ユS

王xens
Vlb犠r自殺頂

Paederla　sca登dens　var。
｝ξa＆no王三＆　ob◎vaとa

王ep毛ostac為ya　var，　aslatlca

　　　　u轟dulatlfollus　var．　3apoalcus

3ap◎論1ca

　　3aponlca
de罰とaもa

　　erOS空撮

　　　　　　　　　　　　　　　鏡alle三

ガンクビソウ

アキグミ

スス季

タンナサワフタキ“

トコロ

オカトラノオ

アキノキ弓ンソウ

モミシ“イチコ“

ウメガサソウ

レンケ犠ツツシ“

ツルリント“ウ

イ目ハモミシ“

ヤマハギ

ツ｝しウメモト、キ

粕ハギ
ジャノヒゲ

中ッコウハク“マ

マルハ“アオタ“モ

エゴノキ

宏ト当「“リソウ

ノコンギク

ヌカボ

モミ

ウリカエデ

クリ

ヤマウコギ

ズミ
セマウク、イスカク“ラ

ギンラン

ムラサ挙シキフ“

アカシデ

シシウド

キンミス“ヒ卑

アオツツ“うフシ㌦

ミツバ、ツチク、リ

ヤフ“マメ

ミスつう

ヒメヤフ“ラン

ヲ＝弓ハノイハ“1ラ

アシホ“ソ

センニンソウ

コマユミ

ナツハセ辱

ナツザタ

コナスヒ恥

アカネ

ヒメエス“口受ハ

ハエト“クソウ

＝…ヲチ、ミサ“サ

コウゾリナ

ハンシヨウツ、地

毛ガナ

コハ“ノカ、マス“ミ

ヘクソカズラ
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τabe1二e 2．永久方形区組成表（Hpg－2　）

Bestandstabene　der　Dauerquadraセ（HP（垂一2）．

Laufe轟de　Nr。：
Da毛e　d．　Aufnah獅e：

魏～5he　d．　Ba狂田sch三chセー1（珊〉：

Deck慧轟9　d．　B＆疑鶏1sch玉cht－1（％）：

H6he　d．3a疑路〕schlch七一2〈騰）

Deckung　d。　Baur鷺schlcht－2〈駕）：

H6he　d．　Strauchschlchも（漉）：

Deekung　d．　Strauchsch｝cht（％）：
Hδhe　d．　Kra慧乞schlchも（勝）：

Deckung　d．　Kra這tschlchも（箔）：

Arもenza妻｝1：

通し番号
調i蕎年月日

高

高

高

高

低木属の高さ

木第一雇の高さ（m）
木第～雇植被率　（％）

木第二磨の高さ（m）
木第二贋植被率〈％〉

（m）

｛献木1馨植被鄭（％）

草本篠の高さ（m）
草本此奴被率（％〉
出現種数

1　1Dle　銭ber　de膿む2en　U疑七ersuchu塾鯉」e1もrau汀馨▽er護黙derten　Arセen：

　PΣnus　densユflora

　Neo玉1tsea　serlcea
　S毛rut織10P毛erls　nlponlca
　Acer　crataeglfG1まu疏
　Paeder｝a　sca！｝δens　var．　醗alrel

　Styrax　3apo…uca
　Cymbldlu醗　goerln老ζユ三

　Llr1◎pe　携玉熟◎r

2D三e　Arもe論　dere轟　懸e議　e　Deckun　s

全調査蒔を通して全く変化のない種
　　　　　　　　　　　アカマツ

　　　　　　　　　　　シロダモ

　　　　　　　　　　　シシガシラ

　　　　　　　　　　　ウリカエテ“

　　　　　　　　　　　ヘクソカズラ

　　　　　　　　　　　エゴノキ

　　　　　　　　　　　シュンフン

　　　　　　　　　　　ヒメヤフ“ラン

rad　und　Sozlab最三t蕊t verander毛　ISと：

Bl
S

K
S

S

S

K
K

Sasa　boreal　ls
二二ex　creRaもa

Pterld三um　a｛茎UIllnu順　var．

駐uercミ王s　serrata

PrURus　8rayaロa

Rhododendro擁　kaer扮pferl

E娘rya　3aponlca
PlerlS　壽aponlca
Alnsllaea　a茎｝1cミ11ata

Carex　b｝epharzcarpa
Ardlsla　3apo識1ca
Acer　pal鋤a毛u鵬

卜iydrangea　ρa轟1CU王aセa

R織stnchocaゆa
Vaccln｝u閉　01dha鵡玉ユ

Lyonla　ova互lfolla　var．

　Vlb疑r識級醗　d1王a毛atu鵬

　V撫cclmu騰JaρOmC鞭
　Celastr鷺s　orblculat慧s
　Vlola　vlo1ξ翼cea
31）Σe　Ar亀e駐　f蟻r　we三che

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹的変化（被度、群度）の増減が見られた種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スズタケ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌツゲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　五ah慧SC登1u鵬　　　　　　　　　ワラヒ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コナラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウワミス“サ“クラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマツツシ翫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピサカ宇　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アセビ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キッコウハク“マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ3ウシ、ヨウスケ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤフ、コウシ㌦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イロハモミシ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ撃ウツキ篤S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマウルシ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナツハセ、s
e1王1phca　　　　ネジキ　　　　　　　　　B2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガマズミ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクシバ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルウメモト瓢牛S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シハイスミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

meme「bes毛蝋・・S・hi・h竜・…Z・一。nd　A晦h。。

　　123456789179　　，79　　，80　　，81　　量82　　，82　　忌83　　，84　　，85

　　6106661110106　　4　　　18　　　　2　　　　2　　　23　　　25　　　25　　　23　　　26

　13　　　13　　　13　　　13　　　13　　　13　　　13　　　13　　　13

　70　　　70　　　70　　　70　　　70　　　70　　　70　　　70　　　70

　　777777778　20　　 10　　 10　　 20　　 30　　 10　　 15　　 20　　 20
3．δ　 3。5　 3．5　 3．5　 3．5　 3．5　 3．5　 3。5　 3。5

　60　　　60　　　70　　　60　　　70　　　30　　　40　　　40　　　50

098　 0。8　0．8　0．8　0。8　◎．8　0．8　0．8　0。8
　40　　　40　　　40　　　40　　　40　　　30　　　30　　　30　　　3G

　55　　　55　　　62　　　60　　　69　　　55　　　59　　　62　　　71

10

璽85

11

　　7

14

70
　　8

20
　　4

60

0．8

30
57

Rosa　rnuitlflora
Ca王hcarpa　3apomca

Plelobias毛us　ch三no

Fraxm慧S　s｝eb田dユana

Rhodode罰dr◎n　ser露1barbatu打聖

4・4　 硅・4　 4。4　 4・4　 4◎4　 4・4　 4。4　 4。4　 4。4
　“　　　　　　　　牽　　　　　　　　十　　　　　　　　十　　　　　　　　十　　　　　　　　率　　　　　　　　十　　　　　　　　噺　　　　　　　　十

＋。2　　乎・2　 噸・2　　＋・2　 ÷・2　　藤・2　　牽・2　　昏92　 噛。2

＋，2　 ÷ψ2　 ＋。2　 ＋・2　 ＋●2　 や92　 拳●2　 ＋・2　 手・2

　÷　　　　　　　　十　　　　　　　　手　　　　　　　　十　　　　　　　乎　　　　　　　　十　　　　　　　　浄　　　　　　　　十　　　　　　　　十

　争　　　　　　　　十　　　　　　　　や　　　　　　　　十　　　　　　　　十　　　　　　　　壷　　　　　　　　十　　　　　　　　卓　　　　　　　　牽

　十　　　　　　　　十　　　　　　　　や　　　　　　　　手　　　　　　　　十　　　　　　　　十　　　　　　　　十　　　　　　　　÷　　　　　　　　十

　十　　　　　　　　十　　　　　　　　十　　　　　　　　十　　　　　　　　昏　　　　　　　　些　　　　　　　　十　　　　　　　　÷　　　　　　　　十

Pru糞us　verecunda

＋，2　　1。2　 ＋。2　　 嘩『　　　略・

：：1：：ll：ll：11；1

1：ll：ll：ll：1蓼：1

！；磐；i誓i髪；i

1。2　 1・2　 1・2　 2・2　 1。2
1●2　 162　 192　 1G2　 1．2

　＋　　　乎　　　＋　　 iφ2　　1●2

や　　喝　　喝　　1・1　　浄
1’1　　1・1　　1・i　　1・1　　1・1

1・2　 1・2　 1・2　 王・2　 1・2

2・2　　　　　2弔2　 2・2　 2。2　 2。2
王・1　　1・1　　1・1　　1・1　　1・1

3・3　　　　　3・3　 3。3　 3・3　 3・3
＋　　　＋　　　壷　　　や　　王・1

　÷　　　　乎　　　　÷　　　　÷　　　　導

季　　　や　　　÷　　　卓　　“・2

　十　　　　牽　　　　十　　　　噺　　　　十

1：1媛1：1｝：1｝：ll：ll：ll：li：1

特定の階層・・のみ帳が見ら緬beobachte毛wo「den・s・・

ノイハ“ラ

ムラサ串シキフ“

アス、マ潔サ噛サ

マ1しハ“ア盆夕、モ

ハ、イカツツシ甑

カスミザクラ

　Aralla　e蓋ata
4D・e餓・・・…el・・・…11・・S・h蝋。，。、訟。，d

雑aiUS　s三eb◎1d｝1

鐸elGm・PS王S・rlenもahS
Carpes1U恥dユvarlcat磁n
Os恥unda　Japomca

雛鋤器朧Sa・u蜘・ce…r・

Tr・ρとer・sper珊醗」ap。n1C脇

SorbUS　Japo識1ca
Sy恥P芝Qcos　ch1箔e捻SIS　var．

Schlz◎phrag鵬a　hydrangeoユdes
Par七he請・C・ssus　tnc登spldata

Abnah騰e beobac｝｝もet

S，K
B2一
S

S

K
S

K
S

K
S

K

S，K

br農chy之rlcha

1e這CGcarpa

1瞭朧警；諜ava・・asla・・ca

Ixer王s　denta乞a
Sal　Ix　bakko

Cle七hra　barb三nerv達s

全囎鞭して帳辮狡化槻頒た種

　十　　　　噛　　　　→」　　　　十

　・　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■

1，2　 ＋。2　 手●2　
＋・2

3・3　 2・2　 1。2　 1。2
　．　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　●

＋●2　 ＋鼻2　 ÷邑2

　÷　　　　弓L　　　　轡

　十　　　　十　　　　十

　〇　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　◎

＋晒2　 ＋畳2　 卓り2

　÷　　　　　十　　　　十

　十　　　　÷　　　　十

worden　　lst：

　＋　　｛L・2　 ＋r2　　＋

∵；11；2
1；12；13；王3こ1

1；ii；li；il；1

1？2　 1。2　 1・2　 2・2
1・i　　牽・2　 ＋・2　 昏・2

1曾2　　2。2　　2。2　　2・2

　乎　　昏　　　＋　　1・1

＋　　峰　　1・1　　＋
　乎　　　1・1　　1・1　　2・2

＋・2　　重　　＋　　　＋

÷　　桑　　や　　エ・1
王・3　 191　　1．1　 2・2

1・1　　1・1　　1・1　　1・1

癌・2　　癌　　　や　　　乎

　昏　　　　十　　　　←　　　　十

　＋　　＋●2　 乎・2　　 ＋

　弓」　　　　十

　．　　　　　　　　　　　・

工・1　　＋

3・3　2・3
　，　　　　　　　　　　　嚇

　十

　●

1・2

　●

　十

　十

1・1

4・4

　十

申・2

＋・2

　十

　十

　十

Akebia　電rユ£01エata

Vぬsf・clf。11a　var．エ。bata
　Bet夏1ia　grossa

　Des醗◎d1殺搬　oxyPhy1王U臓

Rham轟US　3apon三ca
麗yperユC疑m　erecもU鵬

11ex功βcr。診oda

Dlosc◎rea　tokoro
Pla七an之hera恥nor
　Vlburnu囲　Ph星ebGtrlchum
Carp1職s　tschonosKユ三

Lys1防achla　clethroldes
£laeag擁Us　u閉bellata

Lespede2a　p110sa
OPhlopogon　Ja峯｝◎捻ICUS

Cephala賛thera　ere伽
As毛er　scaber

Braehyp・d・u鵬sylvatlcu撫var．

Lomcera　graclhpes
Daphnlphy恥御瀧acr。P。du閉

　S脇ユ…aX　ch　1識a

A恥pe1・psまs　brev・ρed甑e殺lata

触geilca　decurslva
V・hs　f王。・f・lla　Var．1。bata

Carpinus　laxlflora
Clrsユ妓狙　tanakae

Hosta　mon之ana
《hododendro轟japomeu紛

翻蹴、bさ臨参acu・・f・ha

含茸1蹴鵬畿、var・C・n・・…

Pyrola」ap◎mca

朧、門田蹴・・P蜘王US

職seru閉

2・2

÷・2

1・2

2・1

　十

1・2

a・2

2・2

1・2

　十

2・2

　手

2・2

　十

2・2

1・1

　十

　十

　夢　　　　÷　　　　噌」　　　　十

　●　　1●1　　王・1　　1・1

　や　　　　←　　　　十　　　　や

2・3　 2・2　 2・2　 1・2
　，　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　ロ　　　　や

　÷　　　　÷　　　　や　　　　十

　十　　　　や　　　　十　　　　十

＋●2　　＋。2　　や。2　　＋・2

÷・2　　＋　　　÷　　　や

1●1　1・1　1。王　王・1

＋。2　 ＋・2　　＋　　　牽

　壷　　　　←　　　　→L　　　　手

　　　　　　　　　　ス、ミ

　　　　　　　　　　シヨウシ“ヨウハ“カマ

　　　　　　　　　　土日ンクヒ“ソウ

　　　　　　　　　セ、ンマイ

　　　　　　　　　ノガリヤス

　　　　　　　　　ツタウ，しシ

　　　　　　　　　ツヌLリント蟻ウ

　　　　　　　　　ウラジ目ノキ

f・PIlosaサワフ舛・

　　　　　　　　　イワガラミ

　　　　　　　　　ナツヅタ

アキノ牛リンソウ

スス串

ニカ犠ナ

ハ㌦ツコセナキ“

リョウフ犠

ミツバ、」アケヒ“

　　1幻しトリイハ“ラ

　　ノフ“ドウ

　　ノダケ

　　エゼツ塊

　　アカシデ

　　ノハラアサ“ミ

　　オオハ、率’」畜職ウシ

　　レンケ“ツツシ“

　　ヤマハギ

　アフ“ラスス睾

　　ト1」アシシヨウマ

　ウメガサソウ

　イチヤクソウ

　モミシ犠イチ＝｝噛

　ササクサ

　エビツ鴨

　ヨク“ソミネハ“リ

　ヌスヒ噺トハ亭“

　クロウメモト㌦キ

　オトキ“リソウ

財ハダ
トコa

　君オハ、ノトンボ、ソウ

　オトコヨウソ“メ

イヌシデ

オカトラノ盆

アキグミ

勧ハギ
ジャノヒゲ

キ㌧ラン

シラヤマギク

ヤマカそシ“ク“サ

ヤマウク覧イスカク“ラ

ぼス、リハ

　　　S

　　　K

　　　K

　　　K

　　　K

　　旦，K

　　K

　　K

　　S

　　K

　　S

　　K

　　K

　　K

　　K

　　K

　　S

　　K

　　S

　K
　K
　K

　K
　S

　K

　K

　K

　S

　K

　K

　K

　K

K
K
K
S

S
K
K
K
K
鼠

K
K

S，K

K　
K
K
K
κ

K
K
K
K

1・2

十

り

十

十

　，

＋・2

＋・2

　十

夢

●

o

o

十

十

十

●

●

十

●

●

　，

中・2

●

6

●

・

δ

9

十

。

●

，

o

．

9

o

・

●

●

●

曝

1・2

　．

十

十

十

，

　o

＋・2

　十

　十

　〇

●

o

十

．

●

●

5

i・2

　　●

　十

　十

　十

　十

　●

＋・2

＋・2

　十

　十

＋・2

　十

　〇

十

　9

，

十

〇

　◎

や・2

　十

●

十

●

9

o

．

o

・

●

o

　　十

　1・2

　＋・2

　　十

　　〇

　　十

＋・2

　十

　　●

÷・2

1・工

　．

や・2

　十

　●

＋・2

十

十

9

o

●

十

●

・

十

．

●

・

・

o

9

○

り

。

　十

1・2

　十

　÷

　十

王・2

　，

　●

　十

予・2

　十

　十　　㊧

　．

　，

　十

＋・2

　十

　●

十

●

十

十

〇

●

＋・2

　十

　〇

　十

十

十

●

ひ

。

十

〇

弓

．

　十

　十

　十

＋・2

＋・2

　十

十

〇

十

◎

十

十

，

，

o

●

o

●

o

●

●

o

o

●

●

o

○

○

し

●

o

，

牽・2

　十

　十

　十

＋・2

　●

　÷

や・2

　十

　●

　り

　十

　十

＋・2

　十

。

十

，

o

◆

●

●

o

o

●

o

．

◎

　　÷

　十

　十

＋・2

　，

昏・2

　十

　十

　十

＋・2

●

9

・

十

〇

，

●

●

●

，

●

●

十

ウ

●

6

サ

和2
1・2

＋・2

　●

　●

十

十

十

壷・2

　0

　●

十

●

，

夢

　，

　十

i・2

　十

　十

　〇

＋・2

　ψ

　十

　6

　？

　十

　十

＋・2

o

●

o

○

十

十

●

，

十

十

●



Tabelle 3永久方形区怨成表（HP恥3　＞
Besta轟d（3tabel夏e　der　Dauerquadraセ（を｛PQ－3　）．

Laufende　『薩r．：

Da㌃e　d．　A篭£nah羽｝e；

月dhe　d。Bau碕schlchも（獅）：

Decku適＆　d．　Ba蟻粉schlch毛一1（罵）：
｝｛bhe　d．Bau順schlchセー2（鵬）

Deck媒籍乏ζ　d．　Bau鵬schlchも一1（罵）：

｝｛ohe　d。　Straucわschlcht（醗〉：

】）eck賎ng　d．　S士rauchschlchも（κ）：

｝｛ohe　d。　Krau毛schユcht（撫〉：

Deckun＆　d．　鼠rautschlcht（罵）：

Ar乞enzahl：

噛し番号
調査奪月日

高木塵の高さ（斑）
三楽霧三二悪警警1綿

高木第一層植被率く％）

低木溺の高さ（m）
｛践木：層植被率く％）

草本穰の高き（m）
草本層塔被率（％）

出品種数

1Dle　ミ三ber　　en an2en　〔∫籍毛ersuchUn　SZe1をraU搬　ver議nderten　Arte鴛：

　1
サ79

　6
　　4

12

60
10

60

　3
30

◎．8

40
38

　2　　　3　　　4　　　5

，79　　，8Q　　，81　　，82

10　　　6　　6　　6
18　　3　　3　　23

　12　　　工2　　　12　　　12

　60　　　50　　　60　　　70

　10　　　　10　　　　10　　　　10

　60　　　60　　　30　　　30

　3　　3　　3　　　3
　30　　　40　　　40　　　50

0，8　　0．8　　0。8　　0．8

　穫◎　　　40　　　50　　　50

　46　　　56　　　55　　　52

　6
’82

11

25
12

60
10
王0

　3
5◎

0，8

20
47

　7　　8　　9　　10
曇83　　’84　　，85　　e85

10　　10　　6　　1玉
25　　23　　26　　7

　12　　　12　　　12　　　13

　70　　　80　　　80　　　80

　10　　　10　　　10　　　1G

　lO　　　25　　　30　　　30

　3　　3　　3　　　3
　40　　　40　　　40　　　4Q

O．8　 0．8　 0．8　 0．S

　40　　　30　　　30　　　30

　42　　　43　　　50　　　40

全調査醇を通して全く変化のない種
　Eurya　3　aporu　ca

　Pr這轟斌s　verec疑nda

　So王1da＆｛｝　vlrga－aurea　var．　aslaセ1ca
2D｝e　《rten　d¢ren　照en　e　Deck職n　s　rad

　　　　　　　ピサカキ

　　　　　　　カスミザクラ

　　　　　　　アキノキリンソウ

猿轟（畳　SOZlab1｝主奄…三t

　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　K

vera難der亀　｝st：
璽」獲勺変｛ヒ　（被度、

　ミツハ“ツチク、リ

オケラ

アカマツ

アセビ

　モミシ、イチ＝ゴ㌧

シラヤマギク

ノガリセス

ワラビ

コナラ

1・2

　十

群度）の増減か見られた種

1φ2　　1。2　 王の2　　1。2　　1・2　 1●2　 1ウ2　　1・2　 1曹2

　十　　　　　　　や　　　　　　　十　　　　　　　爺　　　　　　　令　　　　　　　十　　　　　　　÷　　　　　　　÷　　　　　　　手

　壷　　　　　　　÷　　　　　　　や　　　　　　　÷　　　　　　　牽　　　　　　　う　　　　　　　や　　　　　　　÷　　　　　　　幸

Potentllla　freyn三ana
A毛racもylodes　3aponlca
P1飛｛まs　denSlflora

P玉erlS　japO慧1ca
Rubus　p＆三田aも“s　var．　cOPセophyllus

Aster　SC哉ber
Cala沁agrOshs　ar砥轟dlnaCea　var．　ま｝rξ渡chy毛rlc熱載

Pterldlu田　aq“11匙nu醗var。　latlusculu願

9娘ercus　serra毛a

Cle毛hra　barblnervls

　D玉spor謹貿董smllaclnum
　Lespedeza　b三co王or　f．　acu七工folla

　Pertya　scandens
　Cy鶏bld弐u預　＆oer工ng圭1

　Hosta　恥O轟ta飛a

　Carex　王anceolata
　Ar七e轟鵡1sla　kelskeana
　Vaccユnlu搬　01dha鵜11

3Dle　Arten　　fiir　welche　l轟　el勲er　besも1期搬ten

リョウフ“

　　チゴユ弓

　　ヤマハ睾“

　　コウヤガウ串

　　シュンラン

　　オオハ“キ㌦ホ、ウシ

　　ヒカゲスゲ

　　イヌヨモギ

　　ナツハセ“

Schlcht　elne　Zu一

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　Bl

　　　　　　S

　　　　　　S

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　B2

　　　　　　S

　　　　　　B2

　　　　　　S

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　S

und　Ab勲ah冊e

　÷　　　　昏　　　　十　　　　善

1・2　　1。2　 王。2　 ＋・2

4．4　 4。4　 3●4　 3，4

3・3　 3・3　 3・3　 2・2

寺・2　　　←　　　　秦　　　昏・2

1●2　 1・2　 1・2　 ＋ゆ2

1・2　　1・2　　　喋・　　　1◎2

率。2　 1◎2　 噸・2　　1。2

3撃3　 3・3　 3・3　 王・2

1◎2　　1。2　　1・2　 ÷・2

2・2　 2。2　 292　 2・2

1・2　　1・2　　1・2　　　十

3。3　 3・3　 3や3　 3・4

牽・2　 ÷。2　 ＋・2　　寧

や　　　牽　　　＋　　＋・2

｛『・2　 ＋・2　 や。2　 ÷・2

＋。2　 ＋・2　　桑・2　　＋曾2

卓P2　 ＋・2　 ÷◎2　 ＋・2

　弓」　　　　十　　　　や　　　　十

　昏　　　　十　　　　拳　　　　十

beobac籍毛et　worden　夏st：

　拳

　十

3・4

3・2

　昏

÷・2

王・2

1・2

2・2

＋・2

2・2

　藤

4・4

　÷

　十

＋・2

1・2

÷・2

　乎

　や

　牽　　　＋　　　＋　　＋・2

　十　　　　十　　　　牽　　　　÷

3・4　　4・4　 4・4　 494
3・2　 3・3　 3・3　 3・3

　＋　　　壷　　や。2　 ÷。2

　十　　　　÷　　　　や　　　　“

1・2　 ｛・92　 を・2　 ＋●2

　÷　　 争・2　 ＋曾2　 ＋・2

や。2　　や。2　　1曾2　　1・1

　噌・　　　　十　　　　十　　　　十

＋・2　 2・2　 2◎2　 2．2

÷　　　÷　　　や　　1・2

　÷　　3・3　 3・3　 3・3

　十　　　　十　　　　弓」　　　　十

　や　　　　十　　　　÷　　　　卓

　十　　　　十　　　　÷　　　　十

　＋　　＋。2　 ＋●2　 壷・2

　十　　　　十　　　　や　　　　十

昏・2　 牽●2　 ＋・2　　＋

＋・2　　＋　　　牽　　　＋

　十

穫・4

3・3

＋・2

　十

＋・2

“・2

レ1

2・2

1・2

3・3

　十

　十

　十

特定の階∫蟹ζこのみ～海長が見られた種

S跡王王ax　chlna

Casセa轟eξし　cre識ata

Vlb鰻rn斌鋤　d王latatu恥

Rhodode轟（匪ron　kae翔Pfer1

P◎犠rthlaea　v王1｝Osa　var．　1aevls

4D・e　Arte薮fUr　welche　m　al王en　Sch、chten

　　　サルトリイハ“ラ

　　　クり

　　　ガマズミ

　　　ヤマツツジ

　　　カマツカ

el轟e　Zu－　und

　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　B2

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　S
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Ardlsla　3aponユca
Perse但　毛h殺轟ber竃ユ1

Ca鶏panula　正》unctata

Spedlopogo轟　slb王rlcu＄
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belle　4．永久方形丞組成表（捕PQ－4　＞
　　　　　　　Best獄ndstabe里le　der　I）auer（蔑uadrat（HPQ－4

kaufe籍de　Nr．：

　　　　　　）．

ﾊし番号
　1

V9
　2
f79

　3
｣80

　4
｣81

　5
C82

　6
f82

　7
C83

　8
C84

　9
C85

1Q
Z85

Da毛e　d．　Au£na｝甥le： 調査年月日

@　　　　　　盲さ（鵬）

643 10
P8
@3

623 623

　6
Q3

R．5

11

Q5

R．5

10
Q5

R．5

10
Q3

R．5

　6
Q6

R．5

11

@7
R．5

｝…6無e　d，　Hau醗scぬlchも（阻）：
高木層の同並木属植被率く％）

60 70 70 75 65 85 90 90 80 80

Deckung　d．　Baumschlcht（驚）：
凬ﾂhe虚．　Stra篭chschλch毛（鵬）：

cecku擁藍　d．　Strauchschlcht（器）：

gδhe　d．　Kra犠tschicht（醗）：

陶低i木厨の高さ（魚〉

癘ﾘ屡植被率く％）
趨{層の高さ（m）
趨{層植被率（％）

　3
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O．8

Q0

　3
T0
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Q0

　　3
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O．8
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3．5
Q0

O．8
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O．8
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Dec｝｛ung　d，　KraUもsch三chセ〈罵）：
出現種数

32 38 39 46 49 46 56 50 53 49

1Die慧ber　de鶏　a轟zen　Unters慧chun s2e、trau阻ver抽derもe鷺Ar七en：
@　　　　　　　　　全調査時准通じて全く変化のない種
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蔚コヨウゾメ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 牽 十 十 十 十 や ÷ 噸 豪

Vlbur鷺這獅　dlla至atu鵬 ガマズミ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区 婆 や 十 十 十 雫 幸 ÷ 寺 帝

An菖e三ユca　decurslva
ノダケ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 争 ÷ 十 十 ÷ 十 ÷ 十 ÷ 十
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タカトウダイ
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アフ“うススキ

2Dle　Arten　　dere轟　擬e登　e　Deckuf｝　s　rad　und So21ab玉ht｛蚤t　ver銭ndert　lst：
蛍的変化（被度、群度〉の増減が見られた種
ヤマツツシ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 3・3 3・3 3・3 3・3 3・3 1・2 2・2 王・2 1・2 1・2
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コナラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B 2・2 2・3 2・3 2・3 3・3 3・3 3・3 3・3 3・2 3・2

禽篭ercus　serrata S 2・3 2・3 2・3 1・2 1・2 1・2 2・2 2・2 2・2 2・2
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Arte駿　　f慧r　welche　1鷺　elner　besも1蒲1罰te籍 Schlchセ　elne　Zu－　und　Ahnah鵡e　beobachtet worden 15t：
3玉）ie

特定の階願にのみ消長が見られた種
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4Die　Arten　f這r　welche　m　a玉1e跳Schlc獣e識e三ne　Zu剛und　Ab轟a臨e　beobachtet　worden　lst：
全階層を遜して消長を伴う変化か見られた種1
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麗eo玉1tsea　serlcea
Acer　crataeglfGllu翔
Pyrola　3apon玉ca
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He王onlo翼）sls　o「1e轟ta｝1s

Acer　palmatu鴨　var．　肩1a士s田n雛rae
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T＆beUe 5．永久方形区酒旗表（HPQ－　5）
Bestandstab（〕11e　der　Dauer｛～uadra毛（｝｛PQ－　5）。

La駄fende聾r．：
cate　d．　Aufnah鴨e：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔

通し番号
ｲ査葎月臼

　1
C79

@6

　2
f73

P0

　3
f80

@6

　4
C80

@6

　5
C82

@6

　6
C82

P1

　7
ﾊ83

P0

　8
C84

P0

　9
C85

@6

10
C85

P1

4 18 3 3 23 27 25 22 25 6

｝｛ohe　d．　Baumschlcht－1（跡）：

ceckung　d，　Bau跡sch三cht－1《％）：

p｛ohe　d。Baumsch三cht－2（瑚）

ceckung　d．　Bau諭schlch亀一2（鑑）：

gohe　d．　Stra魏chschlcht（鶏）：

ceck鷲ng　d．　Strauchscぬlcht（瓢）：
p｛bhe　d．　王ζr＆U七schまch毛（海）：

ceckung　d．　鼠rautschlcht〈罵）：

`rtenzahl：

高木第一層の高さくm）
p?第一層植被率（％）
vﾘ第こ：履の高さ（m）
vﾘ第二層植被率〈％）
癘ﾘ腰の高さ（m＞
癘ﾘ雇植被率（％）
趨{膳の高さ（m）
趨{雇槌被率（％）

o現藍島

17
W0

@　一

@　隔

Q．5
№盾

n．5

Q0
Q6

17

R⑪

@　甲

@　一

Q．5

X0

O．5

Q0
R0

17
V0

@　一

@　一

Q．5

X5

O．5

Q5
R3

17
V0

@　禰

@　圃

Q．5

X5

O．5

Q5
R4

17
VQ

@　一

@　一

Q．5

X5

O．5

Q5
R3

19

Q0

@　騨

@　榊

Q．5

X5

O．5

P5

R4

19
Q5

@　蜘

@　“

@　3

X5

O．5

P0
R3

19

P5

@　嚇

@　一

@　3

X5

O．5

P0
Q9

19

U0

@　一

@　一

@　3

X5

O．5

@　5

R4

19
T0

@　一

@　一

@　3

X5

O，S

撃p

Q6

1Dle　銭ber　den　　anzen　Bntersミ三。益un　s2e1至「aミ王獅 ver蕊nderten　Arten：
全調査時を通して全く変化のない種

Ophloρ09◎n　3aponlcus シ“ヤノピケ乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 ，

Aca轟thopanax　sp1轟OSUS ヤマウコギ　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 争 十 十 十 ÷ 昏 十 浄 些

Dloscorea　もokoro ト灘穏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 十 十 ÷ 十 十 牽 十 ÷ 十 十

2Dle　Ar七e籍　dere飛　雑en　e　Deckun　s　rad　u1｝d So21ablht縫t　veranderセ　1st：
塑的変化（被度、群度）の増減が見られた種

Pleloblasもus　ch烹垂。
アス“マネサ“サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 5・4 5・4 5・4 5・4 5・5 5・5 5・5 5・5 5・5 5・5

Rubus　pal珈aもus　va1。　cOPもophyllus モミシ“イヲコ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 平・2 う 十 や 率

Op｝｝10PG琶◎轟　3ap◎nlcus シ“ヤノヒケ犠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 1・2 1・2 玉・2 王・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 ●

L三g昼stru蛋B　obもuslfGllu凱 イボタノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　S ÷ や ÷ 十 1・1 1・1 辱 牽・2 12 率

《ca織thopanaX　SPInOSUS ヤマウコ串“　　　　　　　　　　　　　　　　　S や 十 や 十 や 十 ÷ ÷ 十 幸

Dloscorea　tokoro トコロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 歩 重 十 十 十 十 十 十 十 ÷

Gaユユu跡　s裏｝ur1U鵬　f．　strlgosu阻

qosa　mul七1flora

ヤエムグラ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

mイバラ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

2・2

P・2

2・2

?・2

2・2

{・2

2・2

D・2

÷・2

P・2

拳・2

｡・2

十十 十些 十噸 十十

Lonlcera　3apo装1ca
nph10PG＆on　p玉an互scapus

`kebla　q慧1nata

スイカズラ　　　　　　　　　　　　　　　　　S
G着ハ“シ、ヤノピケ鴇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

Aケビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

1・2

轣E2

P・2

@噸

1・2

ﾙ・2

P・2

@十

2・2

P・2

P・2

@や

3・3

P・2

P・2

P・2

3・3

P・2

P・2

P・2

1・2

i・2

P・2

P・2

1・2

P・2

撃Q
@÷

1・2

撃Q

撃Q
@十

1・2

Q・2

Q・2

?・2

　十

Q・2

Q・2

{・2

Cephalotaxus　harrlngtonla
ble霜〕atls　　ternlflora

イヌカ“ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

Zンニンソリ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

十卓 牽十 1・1

{・2

1・1

@十

1・1

@十

1・1

{・2

レ1
@十

1・1

@十

　十

{・2

　十

{・2

Rubla　ak載ne アカネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 十 1・2 1・2 ＋・2 十 牽・2 昏 十 些 十

Zξ㌃捻thoxylum　p王ジerltu閉 サンショウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 十 † や 玉・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1

AthyrlU田　n1PG轟lCU狛 イヌワラビ　　　　　　　　　　　　　　　　　K ÷・2 ＋・2 ＋・2 ÷ 乎 十 ÷ 十 十 ÷

3D三e　Arten　f董r　welche　ln　e｝ner　best1盲BI翻もe飛　Schlch七　elne　Z級一　穀繊d　Abnah蹟e　beobachteセ　worde飛　1st：

Zelkova　serraもa

無edera　rhombea

EuO轟y恥US　SlebGld三anUS

Paederla　sca豹dens　var．　皿aue1

特定の階溜にのみ消長が見られた種
ケヤキ

寺ヅタ

マユミ

ヘクソカズラ

Bl
S

K
S

K
S

K
S

K
4Dle　Arten　fミ童r　we主che　三n　allen　Scぬ1chten　e1轟e　Zu一　慧旨（玉　Abnahnae　beGbachteも　worder董

5・4

　十

　十

　φ

2・2

　●

主st：

3・3　 5。4　 5・4　 4曹4　 2・2

　乎　　　　÷　　　　十　　　　十　　　　乎

　。　　1σ2　 ＋．2　　 ◎　　　・

　÷　　＋・2　 →r・2　 卓。2　 ÷・2

　…　　　　　　　　　　　　　　　　重　　　　　十

÷　　　÷　　　÷　　2・1　　＋

　畢　　　　十　　　　　・　　　　曝　　　　・

＋・2　 ＋・2　 2・2　 2・2　　＋

　・　　　　・　　　　拳　　　　　ぴ　　　　・

全階届を通して消長を伴う変化が見られた種
ヌスヒ、トハキ覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ノコンギク　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヒカ“ンハ瓶ナKフユノハナワうヒ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

スゲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ケ“ンノショウコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヤマノイモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
カスミサ“クラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヒナタイノ灘ス“チ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ツユクサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ノフ“ドウ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

コハコベ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ミヅハ“アケヒ驕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

コヲチ、ミサ犠サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

力串ドオシ　　　　　　　　　　　　　　　　K

ミズヒキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
カ、マス“ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

3ナスビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
とメヤフ、ラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

クマワラビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

オケラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ムラサ中マムシク“サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ノビル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヤマナシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

ヤフ、シ瓶うミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

センニンソう　　　　　　　　　　　　　　　　K
ハエドクソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ

へ“ニシダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

イヌタデ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

タフツキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ナッツ、夕　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヤマフ博　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ムラサキケマン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

2・2　 2・2　 4・3　 4・3

　桑　　　　←

　十　　　　　サ

　＋　　　＋　　＋・2　 ÷御2

　÷　　　　噛　　　　　　　　　　十

　十　　　　÷　　　　　　　　　　十

　．　　　　　　　　　　　　　O

l・2　 1・2　　　　　1。2

　・　　　　　9　　　　　　　　　　十

Des田odlu撫　oxyphy正1U頂
Aster　a慕era毛Gldes　var．　ovatUS

Lycor夏s　radlata
Sceptrld三U恥　ternatu鴉
Carex　sp．
Gera籍1u翔　毛h経nbergll

Dloscorea　3apon玉ca
Prun蟻s　verecunda
Achyranセhes　faurle三
CO鶏恥elln＆　CO鶏｝羽un葉S

Ampelopsls　brev三ped疑喬culata
Stel互arla　r島ed三a

Akebla　trlfo11＆ta
OP玉1品目enus　undu玉atlfo主主us　var．　Japon夏CUS

GIecho醗a　hederancea　var．　grandls
Polygonu鶏　fIllfor鶴e
Vlbur轟犠m　dllata毛U恥

しysユ諭aCh乳a　JapOnユCa　f．　subSess1玉1s

Lir玉ope　珀1nor

DryQpter｝S　lacera
Atracもyl◎deS　japonlca
Arlsae醗a　serratu凛｝
A｝玉玉u順　grayl

Pyr貸s　pyrlfo玉1a

Torl11S　Japo茎uca
CleI轟atls　ternlf互ora
Phrア翔a　五epξostachya　var，　aslatlca

Dryopter｝s　erythrosora
Po肇ygonu撫　10ngユsetu跡

Persea　thunbergll
Par毛henOC玉ssus　trlc職spldata

Kerrla　japonlca
C◎rydalls　1轟clsa

十

●

o

●

●

十

●

り

。

●

，

十

〇

．

●

●

十

，

，

●

●

　十

＋・2

　十

　，

．

○

o

●

　ρ

1・2

●

●

，

●

o

●

十

十

十

十

十

●

，

．

o

●

●

●

○

十

十

十

十

〇

1・2

1・1

　0

o

o

，

十

●

●

o

．

．

十

●

十

工・1

や・2

　0

∂

の

。

●

十

十

十

○

　○

　十

　●

ユ・1

1・2

　十

ρ

○

．

o

十

十

。

●

　9

1・2

1・工

十

，

●

十

●

●

●

．

十

十

噂

十

陶

。

6

噂

．

1・1

　◆

●

十

」

角

噂

馬

・

十

馬

5

‘

●

o

　o

ユ・2

　0

o

9

十

曾

o

1・2　や・2

　御

　十

や・2

　0

．

o

●

禽

，

●

●

十

，

十

○

十

，

o

・

o

？

◎

●

○

十

，

○

o

TabeUe 6。永久方形区組威表（HP亀一6）

13esta肴dstabelle　der　Dauerquadraも（弩P（註一6）。

La慧fe裟de　Nr．：

Date　d．　Auf轟ahHle：

｝妻～｝舞e　｛葦．　Bau！nschlchと一1（罰）：

Deckun＆　d。　BaumschlChも一1〈罵）：

Rδhe　d。Bau鵬sc熱1ch毛一2（珈）

Deckung　d．　Baur駐sc嫉1cht－2〈％）：

冠δhe　d．　S匙rauchsch王ch毛（m）：

Deckung　d。　Strauchsc熱しch毛（％）：
呂δhe　d．　Krξ｝uもschlch毛（醗）：

Deck慧論9　d．　Kra綬乞3chlcht（潔）：

Arte貸2ah玉：

遍し番号
調査年月日

高木第一襯の高ざくm＞
高立憲一層植被率（％）

高木第二礪の高さ〈m）
高木第二屡植被率　（％〉

低木麟の高さ（m）
低木層植茎笈率〈％〉

草本層の高さ（m）
草本層植被率　（％〉

出現種数
1Die　｛iま》er　den a録zen　U∫〕もersuch“η　s2eユtrau∬3　ver蓋nderもe轟　Ar毛e籍：

　　1　　　2

’79　，79

　　6　　10

　　4　　18

24　　24

90　　90
　　9　　　9

　　5　　　5

　　4　　　4

　　5　　5

0．6　0，6

70　　70
40　　41

　　3

，80

　　6

　　3

24
80

　　9

　　5

　　4

　　5

0．6

8G
49

　　4　　5　　6
糎81　　，82　　撃82

　　6　　6　　11
　　1　　22　　26

24　　24　　24
90　　85　　70

　　9　　　9　　9

　　5　　　5　　　5

　　4　　　4　　　4

　　§　　5　　5
0。6　 0．6　 0。6

90　　9◎　　30

53　　55　　45

　　7　　8　　9　　10
983　　騨84　　サ85　　’85

王0　　1◎　　　6　　11

25　　a2　　25　　6
　24　　　24　　　25　　　25

　70　　　7◎　　　70　　　70

　　9　　　9　　9　　9

　　5　　5　　　5　　5
　　4　　　4　　　4　　　4

　　5　　10　　5　　5
0．6　　　0。6　　　0．6　　　0，8

　50　　　60　　　90　　　90

　55　　　56　　　57　　　46

全調査時を遍して全く変化のない種
　Kerr1＆　jaPO織1ca

　Akebla　qulna毛a
　S茎nllax　nλpponlca
2Dle　Ar｛；e玲　　d¢ren　阿en eI）eck載n　s　rad　u難d

　　　　　　ヤマフ、キ

　　　　　　アケビ

　　　　　　タチシオデ

SO2圭ab111t蟹t

十

十

雛的変化（被度、群度）の増減が見られた種

十

十

十 十

十

十

十

Ple：ob王asも慧＄　chユno アス㌦マネサ、サ s

K

K
K
K

K
K
81
Bl
S

K
K

K
K
K
区

K
慧

K
冠

K

　争　　　　÷

　←　　　　十

重・2　昏・2

や・2　＋・2

＋・2　昏・2

　乎　　　　命

　嘩・　　　　÷

5・4　5・4

2・1　1・1

1・2　1・1
　牽　　　　夢

4・4　3・3
←・2　王・2

＋・2　　＋

昏・2　　幸

乎　　＋・2

　÷　　　　÷

　十　　　　　÷

　昏　　　　　苧

十　　　　　十

昏　　　　十

　浄　　　　十　　　　÷　　　　墜

　十　　　　や　　　　十　　　　雫

＋・2　　夢。2　　小・2　　嘩」・2

＋・2　 や・2　 季・2　 ＋り2

唯『・2　 ÷・2　 昏。2　 乎，2

　率　　　　十　　　　÷　　　　噂

　や　　　　や　　　　÷　　　　幸

5。5　 5，5　 5．4　 4ら4

2。1　 2・1　　2。1　　ユ・玉

1・2　　1・2　　工・ユ　　1亀圭

　略　　　　÷　　　　十　　　　亭

5・4　 5・5　 5・5　 3・3

2。2　 2・2　 2●2　 2・2

＋・2　　や　　　小　　や

1・2　　ユ費2　　1・2　　192

1・2　　←●2　 2・2　　や。2

些　　÷　　　＋　　や・2

÷　　　＋　　　＋　　＋　2

　昏　　　　争　　　　十　　　　“

壷　　　乎　　1・2　　乎

や　　　　嘆ト　　　　壷　　　　÷

十

十

》1s毛erla　florlbunda
Sa蓋V三a　捻1pponユca

Ch王Oranもh這s　serra毛us
Caca丑ユa　まarfar＆efo亙1a　var，　垂｝琶lblfera

Akeま｝1a　tr1麦011ata

Crypto楓ena」卿onlca
Zelkova　serra士a
Sasa　borealls

　　Sもe＆nogra鵬蹟a　p◎20ま　subsρ。　molllssユ鵬a

　　Ard芝sla　Ja茎》onユca

　　APIGs　f◎rtune三

　　Epユ鵬ed1慧m　grandlflor這鋤　var

　　Hou毛毛uyn王a　cordata
　　Gygos毛e蹟蹟a　pe舞taphy11ミ珊b

　　｝｛ydraぎ｝9¢a　1蓋｝v◎1ucra七a

　　｝｛OS七a　1轟0駐tana

　　Os汀蓑unda　Japo二二ca

　　Boeh塒erla　セrlc冠spls

鎧Dle　Arte轟鰍w・1ch。、n　e、轟er

thunberg三anum

bes至1誌〕汀｝毛en

フジ

キハ、ナア串書典リ

フタリシス㌦力

タマフ“キ

ミツバ“アケヒ“

スギ

ケ榊

スズタケ

　　　　　ミゾシタ、

　　　　　ヤフ“コウジ

　　　　　麟㌦イモ

　　　　　イカリソウ

　　　　　ドクダミ

　　　　　アマチヤツ“ル

　　　　　タマアジサイ

　　　　　農工ハ“昏“ホ“ウシ

　　　　　慧“ンマイ

　　　　　アカソ

Sch≧cht　elne　ZU－　und堵綻の翻この硝長が鰐鑑諾皇9畷鉱一・

十

　＋　　÷。2　　王92　　1・2

　や　　　　些　　　　十　　　　や

ユ・2　 や・2　 1・2　　重

1。2　　152　 2・3　 2・3

　÷　　　や　　＋・2　　噸・2

　乎　　　争　　命・2　 争・2

栖2　　噸　　　＋　　　率

4・4　 4・4　 4・4　 4・4

1D1　　1◎1　　1・1　　王・i

1・ユ　　ユ・1　　ユ・ユ　　王・王

　幸　　　　略・　　　や　　　　十

3し3　 4魯3　 4・3　 4・4

2・3　 2。3　 2・3　 2・3

　十　　　　や　　　　←　　　　十

1噸2　 争亀2　 ÷・2　 幸92

2・2　 2鴨2　 2u3　 2。3
　率　　　　壱　　　　÷　　　　噸

＋．2　 ＋・2　　1b2　　1・2

　争　　　　　昏　　　　壷し2　　　牽●2

1・2　 1・2　 1・2　 1・2
些・2　　　十62　　　　十　　　　　療

StyraX」農pon1㈱

Neo韮1とsea　serまcea

Thea　s1捻enslS

4D・eA・t・・簸w・三・hem。11。。S伽cht。。
elne

エゴノキ

シ鴛ダモ

　L19U王arla　de論tata

　Ast1王be　とhunbergll

　D10SCGrea　tokoro
Des蹟odlU閉oxyρhyllU恥
Peracarpa　carnosa　vξ≧r，

Cle鵬a｛；1s　tern1£五◎ra

ArlSae恥a　serra亡U珊
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　Bestands亀abe1互e　αer　Dauerquadrat〈｝｛PQ－1G）．

んaufe轟（薫e　Nr．：

玉）ate　d，　A慧fnah鵬e：

Hδhe　d。BauI鳶scわ1ch毛（醗）：

DecK二二9　d．　Ba疑跡schlcht（罵〉：

｝｛～｝he　d。　Kra犠tschlcht（鶏）：

Decku廼g　d．　Kra羅tschlch七（％）：

Arte轟zah1：

通し番号
調査年月臼

高木贋の高さ
高

草親譲の高さ

（m）

木履植被率（％）
（m）

草本層植被率（％〉

出現種数

　玉

Ψ79

　6

　4
20
85

　　王

25
58

　2
，79

10
18
20
85

　　1

25
48

　3
，80

　6

　3
20
85

　　1

3（）

67

　4
，81

　6

　2
20
85

　　1

40
63

　5
，82

　6
22
2G
85

　　1

40
62

　6　　7　　8　　9
曇82　　’83　　’84　　量85

11　　10　　10　　6
27　　　25　　　22　　　25

20　　　20　　　20　　　20

　85　　　90　　　85　　　85

　　1　　1。2　　1昏2　 1．2

　40　　　50　　　60　　　65

　60　　　61　　　60　　　62

10
，85

11

　6
20
9G

1．2

6Q
52

11）三e　罎ber　den anZe登U捻terS簸ChUn　S2eltraU陶ver勘derten　Arten：

　｝｛elWlngla　3aponlca
　Thea　s王ne籍SユS

　Ables　flr！na

　Celtls　S1轟enSlS　var．　3aponlca
　As茎）1en玉um　lnc三su醗

　　Rubus　palmatus　var．　c◎ptophy王峯us

　　Po正ys毛三ch犠翔　reセrosoPaleaceu田　var。　coralense

　　Op1ユs順en慧s　undulatlfo1三us　var．　Japo難lcus

2Dle　Arten　deren　阿en　e　Deckun　s　rad　殺nd

全日査蒔を遜して全く変化のない種
ハナイカダ“

チャノキ

モミ

ェノキ

トラノオシダ

モミシ、イチコ、

イワシ日イノテ“

コチチ、ミサ“サ

SOZlab玉ht蓑t

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　K

ver蓑穐dert　lst：

q廿ercus　sallc三na

OphlopO＆on　pla轟1scaPUS
Ca鵬e111段　Jaρo塾1ca

Cryp毛。順erLa　3apon玉ca

　Neo1野毛sea　serlcea
　AthyrlU鶏　n1玉》onユCU脇

　　Ard三sla　Japon三ca

　Houtも慧y捻1a　corda七a

　Trache王osper蹟um　aslaセ1c犠鋤var，
　｝｛edera　rho署nbea

　D10S，corea　もokoro

　Cryptotae捻1a　3apO窺1ca
　Phry肩】a　leptos毛achya　var．

　Pheg◎pterls　decurslve－Plnnata
　Na鷺oc益lde　3apo識1ca

　Quercus　ac疑ta
　P玉eloblas毛us　chlno

3Die　Arten　f穫r　welche　1ぬ

1轟ter鵬edlu血

as1atlca

e三ner　best1船鴇毛en

墨画勺変イヒ（被度、

ウラシ“ロカ嵐シ

才オハ犠シ㌦ヤノピケ“

ヤフ甑ツハ噺卑

スギ

　　シロダモ

　　イヌワラビ

　　ヤア3ウジ

　　ドクダミ

　　テイカカズラ

　　串ヅタ

　　トコ日

　　ミツバ

　　ハエト“クソウ

　　ケ“シ“ケ“シ“シタ“

　　カテンソウ

　　アカガシ

　　アス犠マ寒サ“サ

Schlcht　elne　Zu一

十

十

群度）の増減が見られた種

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　B

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

　　　　　　K

und　Abnah鏡e

　十

5・4

　十

2・2

1・2

÷・2

　十

　十

　十

　十

←・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　重　　　＋　　　や　　　＋　　　＋　　1・2　 王・2　 ＋・2　 ＋。2

　＋　　　÷　　　＋　　　÷　　　乎　　＋・2　 ＋・2　 ＋。2　 や．2

　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　幸　　÷．2　 ＋・2　　噛　　　＋

5・4　 5・4　 5・4　 5・4　 5・4　 5・5　 5・4　 5・4　 5・4
　十　　　　　　　　÷　　　　　　　　十　　　　　　　　←　　　　　　　　÷　　　　　　　　些　　　　　　　　十　　　　　　　　や　　　　　　　十

　＋　　　や　　　＋　　昏。2　 壷・2　　1。2　 1，2　 1。2　 1・2

　や　　　　　←　　　　　牽　　　　　÷　　　　や．2　　　　寺　　　　1・2　　　→【，2　　　や92

2・2　 2。3　 2。3　 2・3　 3・3　 3・3　 3い3　 3・3　 3・3

2・2　 2・3　 2◎3　 2・3　 1。2　 2・2　 2・2　 2・2　 1。2

王・2　 1・2　 1。2　 1・2　 2・2　 2。2　 2・2　 2・2　 2・2

　＋　　÷・2　 1・2　　1。2　　1・2　 2・2　 1・2　 2。2　 2・2
浄・2　　　　＋　　　　　÷　　　　　乎　　　　　＋　　　　　乎　　　　　や　　　　　＋　　　　　申

＋・2　　＋。2　　や。2　　＋？2　　＋　　ユ曾2　　2。2　　2・2　　2・2

＋・2　 ÷●2　 ＋・2　 牽・2　　 ＋　　 1。2　 2。2　 2。2　 2・2

　昏　　＋。2　 や。2　 4・・2　　＋　　　＋　　　や　　　乎　　　争

2●2　 ＋・2　 や。2　 ＋齢2　 や。2　 ＋齢2　　1・2　 ＋D2　 ＋。2

　幸　　　÷　　＋・2　　奉　　＋・2　 牽・2　 ÷・2　　乎　　　牽

乎●2　 ＋・2　　1り2　 1。2　　1・2　 ＋・2　　1・2　 1・2　 1ウ2

Rhus　a葦nblgua

4Dle　Arten　　fur we王che　ln　a王le轟　Sch三chten

beobac熱毛et　worde轟　玉st：
　　　特定の階屡1このみ消長が見られた種

　　　ツタウルシ　　　　　　　　　　　B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

eIne　Zu一　慧肴d　Ab轟ahr臓e　beobachセet

　　＋　　　や　　＋・2　 ＋。2　 ＋●2

　＋・2　 略．2　 ＋・2　　1・2　 2・2

WOrden　ISも：

十

十 十

＋　　÷・2　＋・2

やG2　 2・2　 1・2

全階縢を通して～肖長；を伴う変化が見られた種

　Aもhyr三u恥　Japon王cu鵬

　0ρhlo王》o彦on　JaP◎轟1cUs　var。　caesp1毛osus

　Carex　sac｝≧allnens三s
　Gy！聾ostem閉a　penセaρhyllU恥
　Poly＆o撮王m　cuspldat媒m　var．　犠ze難se

　S蒲11ax　rlparla　var．　ussurlensls
　D三spor鷺田seSS1至e
　PanaX　JaPO飛1CUS
　Rubla　a｝【a轟e

　Akebla　〈蓋鷺夏naもa

　Agrユ訂lonla　Japon玉ca

　Equlsetu騰　arve轟＄e

　Lllユu鵬　cordatu撒

　Spur10Pl…np1嶽ella　ca王yclna
　Ar玉stol◎ch三哉　kae跨pfer！

　Cle閉a毛1s　ap三1folla

　ClematlS　毛er益1flora
　Pr鞭nus　verec昼轟da

　Castanea　cre轟aセa

　Lys王醗achla　Japoruca　f。　subsess王hs
　Zelkova　serrata
　L三par弐s　kra珊er玉

　Lonlcera　japonユca
　Clrcaea　『no111s
　Ophユopogo！｝　ohwll

　Stell載r三a　aq職a乞三ca

Akebia　trlfo1ユata
　Achyran乞hes　faurユel
　S鋤1圭ax　n1ρponlca

纏osta　霜】on毛ana

I）es鵬od1慧m　oxyphyll避獅

Arlsae恥a　uras｝u翔a

Torreya　轟媛C1圭era
乱ap◎rtea　bu1圭｝1fera

Acer　鵬ono　var。　順ar阻ora七u醗

Sa髪nb慧C犠S　S王eboldla旨a

Orlxa　Japo識lca
Calllcarpa　鵬0111s
∴R琶e1三ca　翼｝◎1y孤orpha

｝）ryo茎》terlS　王acera

TraC熱eloSρer翔脇aslahcu隠var．　mter通ed斑癬
Ardls玉a　crenaとa
Trlc為osan毛hes　cucu蹟¢ro三des

P…crasma《蓋uassloldes
Pr篭勲建S　8raya罰a

S毛yraX　Japonユca
Acer　茎）al鶏aもum

Paraben2G1漁　praecox
王）ryopter三s　u轟1for葦n1S

Anthrユscus　ae恥u王a

Des孤odlu鋤　01dhamll
Arlsae鵬a　Jaρ◎！ncu鵬

A職pelopsls　brevユpedu識cu玉a乏轟
Poly菖0薮U欝】f11玉for癒〕e

G三echo鵬a益e｛玉er鼠ncea　var．　grandls

酸atte殺CC三a　orle轟ta11S

Rわus　sy三vestrls
Paederユa　scξしndens　var．　魏alrel

Cor轟慧s　con亀roversa

Du恥asla　毛ru轟cata
Acer　cra毛ae8三まo11幾…n

茎）10scorea　Ja茎｝O嚢1ca

　シケシダ

　カフ“タ“チシ“ヤノピケ“

　＝！㌦ンケ噛ンスケ、

　アマチャツ噺ル

ケイタド塵」

　シ辱デ

　嵐ウチャクソウ

　トチハ、ニンシ“ン

アカネ

アケビ

キンミズヒキ

スギナ

ウバユlj

カノツメソウ

　婁オ’ハ駄ウマノスス、クサ

　嵐七夕こ！ツ㌦ル

センニンソウ

カスミザクラ

クリ

篇ナスビ

ケセキ

シ“カ“ハ“チソリ

スイカズラ

ミス、タマソウ

ナカ覧ハ塩シ、ヤノヒケ“

ウシハコへ“

ミツバ“アケヒ甑

ヒナタイノコス鳩チ

タチシオデ

オオハ“キ“ホ隔ウシ

ヌスヒ“トハ串、

ウラシマソウ

カヤ

ムカコ犠イラクサ

エンコウカエテ、

巖ワトコ

コクサギ

ヤフ“ムラサ串

シラ奉駐ンキュウ

クマワラビ

テイカカズラ

マンリョウ

カラスウリ

ニが率

ウワミス鵬サ、クラ

ェゴノキ

イ⑪ハモミシ甑

アアラチャン

オクマワラビ

シ㍗ク

フシ覧カンソ、ウ

マムシグサ

ノブ、ドウ

ミス、ヒキ

カ皐ト、蒙シ

イ又ガンソク

ヤマハセ“

ヘクソカズラ

ミス坤

ノササゲ

ウリカエデ

ヤマノイモ

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

K

　K

　K

　K

　K

　K

　K

K
　K

K
　K

K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
B

K
K
K
K
K

K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K

乎・2

　十

　十

1・2

　十

十

　，

o

十

．

○

り

。

，

o

，

，

φ

，

●

o

．

？

十

十

十

●

●

●

9

．

・

争・2

　十

。

●

o

○

●

o

，

●

o

●

・

●

o

●

o

o

○

，

●

●

○

●

○

o

十

十

十

〇

o

，

．

o

＋●2　 噸・2　 ＋・2

　十　　　　　　　　　　　十

　　　　　十

争・2　　＋

1。2　 1●2　 1曜2

　十　　　　　　　　　　　十

　十　　　　十　　　　十

　十　　　　　　　　　　十

　　　　　十

　十　　　　十　　　　十

　十　　　　　　　　　　。

　十　　　　　　　　　　　十

　十　　　　÷

　十　　　　　・

　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

十

十

十

十

十

十

o

o

o

◎

●

り

●

十

十

十

●

●

o

．

○

十

弔

，

◎

十

●

十

十

十

〇

o

◎

●

十

十

十

十

十

十

十

9

○

●

・

o

十

，

・　　　　㊨

．

十

十

り

9

十

●

　十

1・2

1・1

◎

●

o

●

乎・2

　十

　十

　〇

●

乎

。

●

．

ウ

，

．

÷

十

十

十

十

り

十

十

●

十

，

十

●

　・　　　　　　　　　　　●

や・2　÷・2

噸・2　＋・2

　．　　　　　　　　　　　陰

・

ウ

6

十

〇

　十

＋・2

　十

　十

，

○

，

o

，

o

●

2・2

2・2

　十

2・2

　÷

5

o

十

十

十

●

o

・

●

o

●

1・2　1・2
　．　　　　　　　　　　　■

　　　　＋・2

　　　　軒2

1・2　1・2

　0

　　　　1・2

＋　　＋・2

十

　●

ψ

◎

十

〇

十

　・

浄・2

や・2

　十

　●

9

0

1・2

　◆

　十

　十

1・2

　●

十

。

●

十

十

十

十

●

1・2

＋・2

＋・2

o

，

o

十

十

・

　0

1・2

　十

　〇

1・2　1・2

工・2　1・2

　，

　十

　　　　　　◎

　十

　〇　　　　　　　　　　　9

÷・2

　●　　　　　　　　　　　○

＋・2

　，

十

十

・

●

●

・

o

o

○

●

十

十

，

じ

●

，

●

，

十

●

十

9

o

　十

＋・2



Tabelle　9．永久方形区組成表（HPQ－11）
　　　　　　　　Bestandsもabelle

総翻？eA脇、。，、

Hδhe　d．　Krautschlcht（飢）：

Deckung　d．　Krau毛sch玉。擁t（％）：

Ar七e識zah1：

der　Dauerquadrat（14PQ－11）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査年月臼

華本層の高さ（脇）
草本履植被率（％）

出硯種数

1Dle　廿ber　den a陰2en　Unters鷲chu籍sze三traum　ver蓋nderten　Arte轟：

　　1

’79

　　6

　　2

0．7

98
41

　　2345678910’79　　サ80　　騨＄1　　燈82　　’82　　183　　，84　　185　　185

1Q　　　6　　　6　　　6　　11　　10　　1◎　　　6　　11
　17　　　　4　　　　1　　　23　　　27　　　24　　　22　　　黛6　　　　6

0．7　 1．0　 0φ7　 1。8　 2．2　 2．5　 2．5　 1、5　 2．0

　9◎　　　95　　　85　　100　　　50　　　90　　　95　　　95　　　95

　58　　　59　　　57　　　54　　　50　　　57　　　56　　　56　　　41

　Athyrlum　nlpo籍lcu鵠
21）玉e　Arten　dere籍　擁en eDeckun　s　rad

　　　　　　　　　　全調査時を通して全く変化のない種

　　　　　　　　　　イヌワラビ　　　1　・　・

U数d　SOZlablhもa曳　veranderも　1st：
群度〉の増減が見られた種

十 十 十

　Rub三a　akane

　Lycopus　l蟻cldus
　Paeδerla　scande轟s　var。　鋤alrel

　ArteH】1Sユa　prlncePS
　嚢疑mex　ace記osa

　Sang慧1sorba　off1CIRalls
　The玉ypter弐s　王》a玉us七rls

　Glecho鵬a　hederancea　var．　graadls
　誕lscaRth慧S　S玉ne“S玉S

　C玉er魔aセ1S　毛ern玉flora

　Pterまd｝um　aqu王11臓u鵬　var．　latluscul慧m

　Pほerarla　互oba毛a

　Ce玉astr犠§　orb1CU王at畿s

　PGlygo捻u拍　もhu捻berg…玉

　Llgustr縫翻】　obtUSユfo1三U鴨

　Rosa　蹟U玉tlflora
　Asセer　g王ehnll　var．　hondoe窺sls

　騨1ste「1a　f玉orlbunda

4Dle　Arten　f蓑r　welche　1！｝　allen　Schlchten　elne

十

盤的変化（被度、

ア淋
シロネ

ヘクソカズう

ヨモギ

スイ八“

ワレモコウ

ヒメシダ

カキドオシ

ススキ

セン篇ンソウ

ワラヒ、

　クズ

　ツルウメモト、キ

　ミゾソバ“

イボタノ聖

　ノイバラ

　ゴマナ

　フジ

Zu－u籍d

1・2

3・3

1・2

1・2

王・2

1・2

レ2
1・2

＋・2

　十

2・2

拳・2

　十

　÷　　　　　や　　　　　÷　　　　　÷　　　　　÷　　　　や，2　　　　か　　　　　十　　　　　十

192　　1●2　 1・2　　1・2　 牽・2　　 ＋　　＋’2　 ＋。2　 や。2

　十　　　　　や　　　　　十　　　　　重　　　　十，2　　　　噸　　　　　4r　　　　÷　　　　　十

2・2　 3・4　 3・3　 4・3　 1・2　 1。2　 2・2　 3。3　 3・3

1曾1　　や●2　 ÷。2　　÷　　 ＋●2　 ＋。2　　手　　　＋　　　＋

や・2　　1・2　　1・2　 1。2　 ÷●2　 ＋・2　　幸　　　÷　　　令

2・2　　1。2　　2◆3　　玉。2　　÷◎2　　＋・2　　乎　　　＋　　や・2

2・3　 1．2　　や　　　幸　　 や●2　　唯『　　＋。2　 1・2　 ÷。2

2・3　 1・2　 2・2　 2・2　 3・3　 4・4　 4・4　 3。4　 4・4

152　　＋　　　秦　　 151　　1。1　　1，1　　1・1　　1・1　　←

2・2　 幸。2　 ユ・2　 192　 1・2　 2・2　 2の2　 2・2　 292

＋辱2　 乎，2　 ÷・2　 や．2　　 ＋　　　÷　　　÷　　　帝　　　や

＋・2　　＋　　 や・2　 や。2　　 ＋　　　＋　　　＋　　　秦　　　＋

＋・2　 2。3　 1。2　 2・2　　 ＋　　　卓　　　＋　　　＋　　　÷

や●2　　＋　　　牽　　　手　　　＋　　＋。2　 2●2　 露。2　 2．2

2・2　　2・2　　1・2　　2・3　　2・3　　1・2　　＋・2　　2・2　 2。2

＋。2　 牽，2　　162　 1・1　　＋　　　や　　　＋　　 1。2　　1・2

　÷　　　　　十　　　1・1　　1・1　　←・2　　　十　　　　　←　　　　÷　　　　　十

Abnahr轟e　beobachtet　worden　lst：
全階縢を遇して消長を伴う変化が見られた種

Poa　　acrole籍ca

Equlset登m　arve馳se
Fes毛uca　parv191U窺1a
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全調盗聴を通して全く変化のない種
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全階層を通して消長を伴う変化が見られた種
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C烹e頂atls　ap三目fGLla

Paederla　sca琵dens　var．　頂alrel

Astllbe　thunbergll
Achyr撫n毛heS　Japonlca
AI　tem1Sla　prlnceps
Deuもzla　crenata
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ら｛1crosteg三妓m　3apon玉CU「駐

Carex　　le穀coch玉ora

Rosa　multlflora
Cala齎〕agrost夏s　aru肴dl携acea　var．　brachytrlcha

Boenn1轟9hause識1a　3aponlca
C◎rγdalls　heterocarPa　var．　JaPo臓1ca
Puerarユa　1◎ba毛a

POlyg◎nu醗　yokusaまanuπ聾

しlparユS　kra窺〕erl　Var。　S睡IChltOana

ZanthoxylU鵬　plper1乏um

Calllcarpa　Japonlca

Acer　獅◎no　var，　a潮b三guun峯

Carpln篭s　lax王flGra
Cor轟犠s　e⑪nもroversa

COlfl脇e11鷺a　CO「朗賢“翁1s

PIlea　ha蹟aOl
Euony礪us　fQr毛unel　var．　rad玉cans
S毛a茎》hylea　b樹nalda

A轟1pe正ops王s　brevまpedu糞。蟻lata

Brachyp◎dlu鵬　sylvatIcu鵬　var．　醗玉seru恥

雑1§ca臓もhUS　Slnens15

PennΣset慧鋤　alopec慧rOldes
Cerastlu恥　holosteo三des　var．　a轟9鷺stユfo至1冠搬

Lysユ恥achla　Japon三ca　f，　s登bsesslhs
Ga1…u醗　klku跡ugura
P玉窺ellla　毛er轟a電a

Acer　carp1捻lfo圭三妓狙

Valerla轟a　玄玉aCCldlssユ恥a

PO慧rthlaea　v1110sa　var．　laevlS
Akebla　q登1Baもa

Youngla　3aponlca
Cacalla　至a∫farξしefo｝王a　var．　圭）ミ王1㌃｝1fer＆

（≧uerc這s　serrata

Kos亀a　recも1folla

Cryptoもaenla　3aponユca
S擶11ax　sle蒙》oId｝｝

HUHlu王us　scandens
D＆ctyl三s　g1G翼曳era毛載

CarPinus　tschonoskll
Geu醗　Ja茎｝◎n三cum

Aralla　elaもa
Des遡〕Gdlu醗　oxyphyllu翔

Lユparls　kra鵬erl
I鵬patlens　tex｛；orl

Celastrus　orb王C縫la七us
3apanobotrychlU鵬　vlrg1轟1a魏u融
Zlnglber　「煎oga

Boeh釦erla　sPlcata
U孟鵬us　lac三nla毫a

Angelユca　pO王y鵬orpha
As｛ほ1be　thunberg三王

PrunUS　3a醗asakura

ケ噺ンノショウコ

アカネ

スギナ

オ掛ラノ宕

工ナシヒコ覧クサ

嵐“タンツ“」し

ヘクソカズラ

アカシヨウマ

ヒカケ“イノコス“テ

ヨモギ

ウヅ華、

イヌシデ

ヌカボシソウ

セマノイモ

コ直話タヒ鳩『ラコ

タチツボ“スミレ

ヤフ“ジラミ

ミソ鳩イチコ甑ツナ辱“

ヤェムグラ

カニツりク“サ

イダド峯，

カラハナソウ

アカソ

スイバ

フジ

ササガヤ

アオスゲ

ノイバラ

ノかりヤス

マヅカセ“ソウ

率ケマン

クズ

ハナタテ“

ヒメシ“カ、ハ“チソウ

サンシヨウ

ムラサキシキフ、

オェイタヤ

アカシヂ

ミズキ

ツユクサ

ミズ

ツ取サキ

ミツバ“ウツキ略

ノフ“ドウ

ヤマカモシ、ク、サ

ススキ

チカラシバ

ミミナグサ

コナスゼ

串クムグラ

カラスヒ“シャク

チドリ井
ヅルカノコソウ

カマツカ

アケヒ、

オニタビラコ

タマフ“キ

コナう

タチ牛犠猷“うシ

ミツバ“

ヤマカ㌧ユウ

カナムグラ

カモガヤ

イヌシヲ“

ダイコンソウ

タラノキ

ヌスヒ甑ト八宰、

シ“カ“ハ“チソウ

ツリフネソウ

ツルウメモト構キ

ナツノハナワラヒ、

ミョウガ

コアカソ

オヒョウ

シラ＊セン牛ユウ

アカショウマ

ヤマザクラ

K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
S

鼠，K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
S

κ

K
K
K
K
K
K
S

K

K
K
S

K
S

K
S

K
s，K
徳

K
冠

K
鷺

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

x
K

K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K

1・1

　十

　十

　十

＋・a

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

＋・2

　十

　十

　，

○

◎

，

●

o

●

●

価

．

，

o

o

，

●

尊

o

9

．

●

o

○

，

o

●

．

．

，

o

●

○

　　　　　　＋　　1・1

1，1　　　1・1　　　王・1

　十

　十　　　　十　　　　十

　十　　　　　　　　　　十

　十

　十　　　　　　　　　　十

1・2　1・2

や・2　＋・2

　十　　　　　　　　　　　。

　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　＋・2

　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　　・

●

o

，

　十

＋・2

夢

　●

1・2

1・2

1・2

　十

　●

　ウ

　十

　〇

1・2

王・2

　十

　十

9

，

，

9

o

o

●

●

●

●

o

●

，

　十

　十

1・2

o

り

，

o

o

1・2

　十

1・2

1・2

十

〇

十

十

．

岬

。

●

●

●

o

●

●

，

o

●

◎

●

●

，

o

9

9

o

o

●

十

十

十

．

．

十

●

○

●

●

o

十

十

9

0

十

1・2

　し

＋・2

十

十

十

十

十

。

の

9

・

9

・

ゆ

ρ

，

　十

1・1

　十

々・2

1・2

十

十

　●

　十

1・2

1・1

　十

　十

　．

十

乎・2

1・1

o

十

十

十

十

●

．

十

●

十

，

．

乎・2

卓・2

　十

　〇

1・2

　，

　十

　十

　÷

　十

　十

　十

　〇

曝

●

，

●

◎

●

の

o

o

●

十

●

●

●

●

●

◆

十

〇

o

十

．

●

十

，

●

十

，

ヴ

十

〇

P

十

●

●

十

，

o

十

〇

　●

　十

＋・2

　十

十

○

，

○

，

●

o

・

o

o

6

ゆ

＋・2

　　　　　　o

　P　　　　　十

乎・2　乎・2

1・2　i・2

　　　　　　ひ

●

噂

1・2

○

十

陶十
・

o

十

。

，

・

十

〇

◆

o

噂

，

十

，

り

ひ

◎

，

夢

6

○

●

　．

1・2

で

十

十

十

十

●

十

　．

牽・2

1・2

　0

　0

1・2

　●

　十

　，

o

十

十

o

1・2　1・2
　，　　　　　　　　　　　0

　十　　　　÷

　，　　　　　　　　　　　，

●

6

十

十

●

　0

1・王

　十

　り

　，

1・1

　十

　9

王・1

　十

　の

　◎

　，　　　　　　　　　　　7

噸・2　＋・2

　十　　　　十

　寺　　　　幸

　○　　　　　　　　　　　φ

o

十 ＋・2

　質

　．

　　　　　　●

　十

　　　　　十

1・2

　σ　　　　　　　　　　　●

牽・2　華・2

　十

　　　　　十

　，　　　　　　　　　　　，

　十

率・2

　十

2・2

　十

牽・2

　唖

。

●

←

　9

＋・2

　十

　●

＋・2

＋・2

＋・2



TaわeUe 11．永久方形鼠組成表磁PQ一璽3＞
　Bestandstabe互1e　der　Dauerquadrat（｝｛P（垂一13）．

Laufende　Nr．：
Daもe　d．　Aほf轟a三旬e：

Hδhe　d．　Bau随schlch毛騨王（醗）：

Deck縫轟9　d．　Bau鵬scわ1ch毛一1（器）：

Hohe　d．Bau鵬sch王cht－2（臆）

1）eckung　d．　Baur廊schまcht－2（駕〉：

Hδhe　d．　Strauchsch玉cht（m）：

Deckung　d．　Sもrauchschlchも（鬼）：

Hδhe　d．　Kr融utschlc益t（用）：

Decku聡9　d．　Krau毛schlcht（％）：

Arもenzahl：

通し番馨
調査年月日

高木第一鷹の高さ（m）
高木第一屡植被率（％〉

高木第二層の高さ〈m）
高木第二層植被率（％）

低木贋の高さ（m＞
｛氏木層植被率（％）

草本履の高さ（m）
草本穏植被率（％〉

出現種数

1◎1e　銭ber　den anzen　U発もersuchun　sze1もrau玲　ver展nder之en　Arten：

　　1

畢80

　6
　　3

20
90
王1

60
2．5

20
0．5

30
47

　　2

781

　6
　　3

20
90

H
60

2。5

20

0．5

35
56

　3　　　4　　　5　　　6　　　7
’82　　182　　摩84　　，85　　，85

　61111　6王0
　　910　22224　20　　　20　　　20　　　20　　　20

　90　　　90　　　90　　　90　　　90

　王1　　　11　　　11　　　11　　　11

　60　　　60　　　60　　　60　　　60

2．52．5333　20　　　2◎　　　20　　　20　　　15

0。5　 0。5　 0．5　 0。5　 0．5

　35　　　35　　　35　　　35　　　25

　61　　　48　　　56　　　65　　　60

全調査時な通して全く変化のない種

　Zanthoxy玉UB〕Plperlt職鋤
　Carplnus　corda毛a
　Ables　£玉r魏a

　Acer　蹟0轟。　var．　a揃blguu頂

　Acer　clSS1麦011這打l

　Trlcyrtls　afflRlS
　Acer　r犠fユnerve
　Ze玉k◎Vξし　serrata

　Ca玉11carp＆　田◎11三s

　SolldagO　VIrga－a猿rea　var。　as三atlca

　SalVla　nlpponlca
　玉）ryOP毛erls　lacera

　Spur三〇P1鶏Plne王玉a　c＆lyclna

2Dle　Arte臓　d倉ren　醗en　e　Deck冠n　s　rad　und

　　　サンショウ　　　　　　　　　　　S

　　　サワシバ“　　　　　　　　　　　S

　　　モミ　　　　　　　　　　　　　S

　　　暴威イタセ　　　　　　　　　　　S

　　　ミツテ、ラ｝エテ“　　　　　　　　　　　　　K

　　　ヤマシ甑ノホ塾トキ馬ス　　　　　　　　　　K

　　　ウリハタ“カエテ“　　　　　　　　　　　　K

　　　ケヤキ　　　　　　　　　　　　冠

　　　ヤフ“ムラサキ　　　　　　　　　　　　　K

　　　アキノキリンソウ　　　　　　　　　　　　　K

　　　キハ、ナアキキ、り　　　　　　　　　　　　K

　　　クマワラビ　　　　　　　　　　K

　　　カノツメソウ　　　　　　　　　　K

So21＆bllitat　ver琶ndert　lsも：

　Schlzophrag飛a　hydrangβo｝des
　Syne玉lesls　p＆h駐ata

　Aster　scaber
　V10三a　elzanens工s

　Stephana轟dra　lnclsa
　Asもer　ageratoldes　var．　harae　f，　1eucant溢us

　Vlola　kusa！10ana
　Ostrya　Ja峯｝◎轟1ca

　純ellos鵬a　nlyrlanセha

　Acer　mono　var雷　con識1veBS
　Torreya　罫｝建Clfera

　Chelonops15　耳聰◎schata

　Dlspor難m　sr蹴laClnu鋤

　｝｛ydrangea　lrwolucrata
　Carex　sachall轟e難SlS
　Ch王oran毛hus　serra毛us
　V王O｝a　gryPocerξしs

　二二erc級S　鵬0臓9011ca　var．　9rGsseserrata
3Dle　Arte駐　fUr　welche　｝n　elner　bes毛1阻mten

1・1

　十

噸・2

　十

噸・2

1・1

壁的変化（被度、群度）の増減か見られた種

　　イワかうミ

　　ヤフ“レカ㌦サ

　　シラヤマギク

　　エイサ“ンスミレ

　　コほ“メウツキ、

　　シロヨメナ

　　君君タチツ毒“スミレ

　　アサダ

　　アワフ、キ

　　ウラケ鴇工ンコウカエデ㌦

　　カヤ

　　ジャコウソウ

　　チゴユリ

　　タマアジサイ

　　コ、ンケ覧ンスケ“

　　フタリシス“カ

　　タチツ承、スミレ

　　ミズナラ

Schlchも　el轟e　Zu－　und

x
K
K

K
K

K
K
Bl

B2
S

s

K
K

K
K
K
K

B三

　十

1・2

　十

＋・2

＋・2

1・1

2・2

や・2

　十

や・2

＋・2

　十

2・2

　十

3・1

1・1　　191　　1。1

　卓　　　　　÷　　　　　÷

　牽　　　　　十　　　　　十

　手　　　　　÷　　　　　十

　轡　　　　　や　　　　　十

＋。2　 ＋．2　 ÷り2

　十　　　　　÷　　　　　十

　や　　　　　雫　　　　　十

　十　　　　　漸　　　　　十

　十　　　　　轡　　　　　÷

昏・2　 や・2　 ÷92

　十　　　　　牽　　　　　尋

1。1　　　1・王　　　1・1

←　　2・2　2・2

1・2　1・2　　＋

＋　　1・玉　1・1

＋・2　 1◎2　 192
＋・2　　＋　　　争

＋　　1・1　1・1

や　　　乎　　1・1

2・1　 2・1　 2●1

2・1　 191　 1の1

　十　　　　　十　　　　　十

1・2　 1齢2　 1。2

1・2　 1・2　 1・2

　十　　　　　季　　　　　や

や・2　 ←●2　 亭・2

2。2　　2・3　　2・3

　桑　　　　　←　　　　　十

　十　　　　　←　　　　　や

3・】L　3曾】L　3・1

Abgah鵬e　beobachtet　worde飛　1st：

ま・王　　　1・1　　　1・1

　十　　　　　÷　　　　　十

　乎　　　　　十　　　　　や

　÷　　　　　十　　　　　十

　十　　　　　十　　　　　噸

＋。2　 ÷・2　 や●2

　弓r　　　　十　　　　　十

　十　　　　　十　　　　　十

　÷　　　　　十　　　　　乎

　や　　　　　十　　　　　十

十。2　　十・2　　昏・2

　桑　　　　　十　　　　　十

1。1　　1。1　　王・1

2・2　 2・2　 2・2

牽　　1・2　1・2
1・1　 1・2　 1・2

1・2　　1曹2　 1・2

　十　　　　　浄　　　　　十

1魯王　　　1・1　　　1・王

1・1　　・　　　・

2り1　 2撃1　 2り1

1・1　1・1　　や

　や　　　　　÷　　　　　十

1・2　 1，2　　1。2

1り2　　王．2　 1・2

　十　　　　　十　　　　　十

やゆ2　 ＋・2　 争←2

2・3　 2・3　 2・3
1・2　　　十φ2　　　争・2

＋　　＋・2　重・2

3Q1　　4・1　　4・1

特定の階屡にのみ肩長が見られだ種

Fag縫S　3aPG轟1ca

AcaBthopa識ax　splnOSUS

Acer　pa｝臆at慧m

auercus　serrata

イ又フ“ナ

ヤマウコギ

イ［｝ハモミシ、

コナラ

B2
S

K
S

B2
S

S

K

3・2　　352　　3。£　　3。2

　十　　　　乎　　　　十　　　　十

　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　o

　・

＋・2

　9

o

　●

1・1

　●

　十

　十

491琶Arten鑓r　welche　m　alien　Schlchもen　e｝ne　Zu－u鍼Abnah鶏e　beobach至e℃wor透en　lst：

1・！

．

　，

1・王

　．

o

3・2　 3・1　 3・王

　　　　　《r　　　　÷

　・　　　　十　　　　　牽

　十　　　　　十　　　　　十

1。1　　　1・1　　　1・1

　・　　　　　卓　　　　　÷

　　　　　．　　　　　　　　　　　　　り

　　　　　昏　　　　　÷

全階層を謝して消長を伴う変化が見られた種

Chloranth縫s　3猷ponユ。冠s

Arlsae紛a　penユns破lae

Caca1三a　farfarae麦。圭玉a　var．　bulb三fera

琵osta　alboInarg1登ata
A七hyr1U跨　疑1pon1CU順

Laportea　bulblfera
Pseudostellarla　pallbユ轟la識a
Prenan毛hes　acerlfo王1a
Des鶏◎d1犠柵　oxyphyll疑魏

Plec毛ranth犠S　弐nf｝eXUS

Kerrla　Japonlca
Llpar1s　kra翔erl
Arte轟韮珊1S達a　ke1Skea轟a

S鵬11ax　slebold三玉

Arab三s　h三rs登ta

Cle魏atls　3aponlca
Ce玉as毛rus　orblc職lat縫s

Frax1轟種s　s蒐ebo…dlana

Prunus　verec競轟da

糎asabla　teBUIS
Cy順b玉dlu順goer1捻911
Polygonu魏　f111for鵬e
AkebIa　もr弐follata
轟｛ono毒ropas£ru醗910bos翌鋤

LUZUla　鵬ui亀1fIora
Acer　ひal漉at疑翔　var。　順aもSU鵬urae

へla轟菖斑翰μ＆ta恥至ollu獅var．　tnlobu臆
Vlburnu醗dlla毛a毛媛醗

Cacalla　ya乞abeI
Oplls珊enus　undula毛1fo玉王us
Cala溝a垂；rosセls　盤akone篇sls

Arabls　serrata　var．」aponlca
Brachyひodlu翔sylvatlcu鋤var．恥seru聡
Acer　ruflnerve

Lychms磁quehana
DumaSLa　trunca毒a
◎rlxa　 JapO鶏ica
S鵬1圭ax　rlparla　var。　us§疑rlensls

Cynanchu鮪瞳囎g嶽lficu翔

ヒトリシズ」カ

コウライテンナンショウ

タマフ、キ

コハ犠キ“毒ミ“ウシ

イヌワラビ

ムカコ“イラクサ

ヒケ、ネワチカ“イソウ

フクオウソウ

ヌスヒ、トハ率“

ヤマハッカ

セマフ瓢キ

シ、力蟻ハ“ヲソウ

イヌヨモキ、

ヤマカ“シュウ

セマハタサ鳩オ

ハンシヨウツ職ル

ツ見ウメそト、中

マルハ㌦ア零タ㌦モ

カスミザクラ

エリワサビ

シュンうン

ミズヒ専

ミツバ“アケヒ“

キ、ンリョうソウ

ヤマスス翫メノヒェ

ヤマモミジ

ヴ，ノキ

カ㌦マス、ミ

ヤマタイミンカ、サ

チヂミザサ
ヒメノカ、リヤス

イワ為タサ“オ

やマカモシ、ク、サ

ウリハタ、カエテ、

フシク、ロセンノウ

ノササゲ

コクサギ

シオデ

タチガシワ

　K

　K

　K

　鼠

　K

　K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
鼠

K
K
K
K
S

疑

K

K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K

1・2

＋・2

　十

　十

　十

　十

　9

，

○

．

○

◎

●

o

●

・

●

●

●

・

o

6

o

の

・

“

♪

6

，

9

■

9

1・2

　十

　十

五2
　十

　十

　十

　●

　十

や・2

十

　り

●

●

．

・

●

．

●

●

●

○

1・2

　十

　十

1・2

や・2

　，

，

　◎

　十

　十

　十

1・2

　0

　十

　．

　十

　十

1・1

　・

，

．

o

o

・

o

●

●

o

●

，

o

　o

　十

　十

1・2

　9

　十

　〇

O

o

●

　十

÷・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

1・2

o

十

　o　　　　　　　　　　　　　，

1・1　1・1
　0　　　　　　　　　　　　　●

　5

　十

　〇

1・1

　0

●

●

●

？

　0

1・1

十

　G

●

1・2

　十

1・2

＋・2

王・1

　十

　十

　十

　十

　●

　÷

i・2

　十

　十

　●

曹

o

1・2

　十

　十

十

十

　・

　o

　十

　十

1・2

　十

　●

十

〇

　　　　　●

1・1　王・王

　○

　十

　　　　　十

　十

　●　　　　　　　　　　　　　，

1・1　1・王

　●　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　○

十

Tabelie 12水久方形鼠繕戒表伊PQ－14）

Bestandstabellc　der　Dauerquadrat（HPQ－14）・

Laufe照e　NI．： 遡し番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Date　d。　Auf轟ah鴨e： 調査年月日 量79 ，79 ’80 ，81 理82 ，82 す84 ，85 ，85

6 10 6
”

6 11 11 6 10
5 19 5

■ 9 28 2 22 24

｝｛6he　d。　Ba賎鵬sc栖lch毛一1〈蹴）： 高木第一縢の高さ（m＞ 22 22 22 22 22 22 22 23 23

1）eck疑嶽9　d．　Ba篭｝nschlcht－1（％）：

p｛暮he　d．Baumsch玉cht－2（田〉

高木第一一屡植被率（％）

vﾘ第二雇の高さ（m＞
80
､2

80
P2

80
､2

80
P2

90
､2

80
P2

80
､2

80
P2

80
P2

Deckung　d．　Bau醗sc溢ユchも一2（露）：

gohe　d．　Strauchsch王cht（m）：

駄第二麟植被率〈％）
癘ﾘ屡の高さ（m＞

30
S

30
S

30
S

30
S

30
S

30
S

30
T

40
T

40
T

Decku識彦　d．　Sセr爲uchsc嚢1dh毛（霧）：

gohe　δ。　Krautschlcht（翔）：

低木贈爵率（％）
嵩Y雇の高さ（艶）

50

f．8

50

O．8

5◎

n．8

40

p．8

40

f．8

4G

n．8

50

f．8

50

O．4

50

掾D4

Deck職籍＆　d．　Krautscわ1chも（罵）： 草本雇植被率（％） 25 25 25 25 25 25 25 25 25

Artenzah玉： 出現種数 13 16 16 19 21 22 21 22 24

1　Dle　茸ber　d¢n　　＆n2e簸　Unters猛chun　szeltrau「n ver銭窓derten　Arもe轟：
全調査蒔を通して全く変化のない種　　　　　　　　　　　　　　　1

Acer　旧ono　var．　a翻窪b玉guu鵬

　Carex　sachall轟e難s三s

　Cha臓aele　decu魏be登S

　Cryptotaen…a　Ja茎》G！uca

　栂1ster1R　florlb慧捻da
　Athyr1U賢」n工pon1C慧璃

　Vlola　el窺anens三s
　A蹟ρeloρsls　brevまpeduncu玉aセa

　SpUrΣOP1頂P1捻ella　CalyC玉na

2Dle　Arもe雛　deren　冨en　e　Deckun　s

オニイタヤ

　　　　　　　　　　　コ事ンケ、ンスケ、

　　　　　　　　　　　セントウソウ

　　　　　　　　　　　ミツバ

　　　　　　　　　　　フジ

　　　　　　　　　　　イヌワラビ

　　　　　　　　　　　エイサ“ンスミレ

　　　　　　　　　　　ノフ“ドウ

　　　　　　　　　　　カノツメソウ

ra（圭　登旨d　Sozlablhセat

　　　　　　　　　　Bl

　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　鼠

　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　K

verと…n（墨ert　lst：

3・2

1・1

2・2

乎・2

　十

3曾2　 3・2　 3。2　 3。2　 3・2　 3。2　 3・2　 3。2

1・1　　王。1　　1・1　　1・1

2り2　 2●2　 2●2　 2●2

や・2　 や・2　 ＋92　 噸・・2

　十　　　　　十　　　　　十　　　　　や

　十　　　　　十　　　　　乎　　　　　十

　噸　　　　　十　　　　　十　　　　　や

　十　　　　　十　　　　　乎　　　　　や

　十　　　　　十　　　　　十　　　　　寺

　十　　　　　十　　　　　十　　　　　十

1・1　　1・1　　1・1　　1・1

2・2　 2，2　 2。2　 2●2

乎曾2　　＋・2　　÷。2　　＋。2

　申　　　　　十　　　　　十　　　　　十

　手　　　　　十　　　　　÷　　　　　十

　療　　　　　争　　　　　十　　　　　十

　十　　　　　十　　　　　寺　　　　　÷

　昏　　　　　十　　　　　癌　　　　　十

　壷　　　　　十　　　　　重　　　　　昏

蝿：的変化（被度、群度）の増減か見られた種

Zelkova　serra毛a

OrΣxa　Japonlca
Acer　pal旬a毛U鴨

ケヤキ

コクサギ

イ0ハモミシ“

　Akebia　磯篭1na毛a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アケビ“

4D三e　Arもen　fUr　we玉che　ln　allen　Schlchten　eine　Zu一　鶏飛d　Abnah騰e

Bl
K
S

B2
S

K

5・1

3・4

1・2

　十

5・1　 5◆1　 5◎1　 5。王

1●2　 ＋。2　 ＋。2　 ＋●2

1。2　　3・3　 3。3　　3・3

1●2　 1。2　 2●2　 292
　牽　　　　　十　　　　　や　　　　　や

　や　　　弔　　＋墨2　 ÷・2

beobachもet　worden　｝sも：

5・1　 5・三　 5・玉　 5・1

＋●2　 ←・2　 1．1　　1・1

3・3　　4・3　 4。3　 4P3

2・2　 262　 2・2　 2。2

　牽　　　　　十　　　　　十　　　　　十

　＋　　 1・2　　1・2　　1●2

全階層を通して消長iを伴う変化が見られだ種

PGlyg◎nu擁｝flhfor順e
Parabe轟201n　praec◎X
Chlorant｝｝US　japo籍1cus
Paeder三a　SC＆縫dens　var．　聾nalrel

Llrlope　鵬inor
正）eutala　crenata

Pseudosセe1三arユa　茎》allb1轟lana

Hosta　a三bomarglna毛a

Lonlcera　8raclh沿es
Geu田　』apo織1CU鵬

FraXlnUS　la諺ug三nosa

Acer　ruflnerve
Carplnus　tschonosk1嚢
Sa正vla　n1ρ茎）O識lca

肇）ioscorea　七〇koro

Oph三〇pogon　まa茎＞o轟1cus

ミズヒキ

アフ、ラチャン

ヒトリシス㌦カ

ヘクソカス甑ラ

ヒメヤアラン

ウツギ

ピケ、孝ワチカ、イソウ

コハ、参、ホ、ウシ

ヤマうク窺イ「スカク、う

ダイ3ンソウ

ア愛ダモ

ウリ尺玉㌦カェテ噛

イヌシデ、

キハ、ナア串皐、り

粕a
ジャノヒゲ

K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

●

，

○

？

●

◎

●

●

o

o

．

o

・

十

十

，

，

◎

・

，

○

o

●

o

・

●

十

9

○

，

●

●

o

o

●

○

，

o

十

十

十

〇

9

○

●

●

o

●

十

十

十

十

十

，

，

o

．

．

●

・

○

十

十

十

十

，

o

，

o

，

．

o

●

十

十

・

十

●

十

十

〇

十

十

。

？

，

．

●

●

十

十

〇

5

9

十

，

o

十

十

●

十

十

十

●

＋・2

Tabe貝e 13．水久方形区組成表（HPQ－15）
　Bestandstabelle　der　Dauerq疑adra記（｝｛PQ脚達5）．

器繋撫：　　　　轟鵬
　2
f81

@6
@3
P9
X0
P4
S0

@3
S0

O．5

R0
R4

　3
f82

@6
@9
P9
X0
P4
S0

@3
S0

O．5

R0
S王

　4
痰W2

P1

Q7
P9
X0
P4
S0

@3
S0

O．5

R0
Q9

　5
C84
､1

@2
P9
X0
P4
S0

@3
S0

O．5

Q0
R5

　6
f85

@6
Q2
P9
X0
P4
U0

R．5

S0

O．5

Q0
S2

　7
C86

､◎

Q4
P9
X0
､4
U0

R．5

T0

O．5

P0

S2

1D三e　董ber　δen　　an21e轟　UnterSuc卜犠n　szeitraum　veranderten　Arten：
全調査蒔を通して全く変化のない種

　Sasa　borea王1S
　Car峯》1論us　3apo轟Lca

　Casもanea　crenata
　Wlsterla　florlbu轟da
　1三ex　騰acrGpoda
　Ca圭1蓋carpa　随01装1s

　Acer　nlkoe鷺se
　Deuもz…a　crena毛a

　Lonlcera　竃rac1歪1pes

　Clethra　barblnervまs
　Calllcarpa　Japon王ca
　Alangユum　platanlfo玉1U騰　var．　trllobu諭

　Algsllaea　aplc犠laセa
2Die　Arten　dere糠　懸en　e　Deckun　s　rad　und

　　　スス“タケ

　　　クマシデ

　　　クリ

　　　フジ

　　　ア配当ダ

　　　ヤフ“ムラサキ

　　　メク“スリノキ

　　　ウツギ“

　　　ヤマウク“イスカク“ラ

　　　…メヨウフ“

　　　ムラサキシキブ“

　　　ヴ｝ノキ

　　　キッ灘ウハク、マ

Soziablllta七　verandert　ls毛：

S

Bl

Bl
K
s

S

S

S

S

S

s

K
K

Schlzophrag翔a　hydrangeoldes

董》arabenzO1灘　praecOX

Torreya　n掻Clfera

　｝｛ydrangea　1難VO｝ucraセa
　｝～h避s　amb三9犠a

　vlola　菖ry玉｝Gceras

　Vlola　pu田1110

3Dle　Arセe轟　f廿r　welche　m　emer　besも1鰹1貌ten

　　璽的変化（被度、群度）の増減が見られた種

　　イワカ“ラミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　　アフ“ラチヤン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　カヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　タマアシ“サイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　ツダウ移シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　　タチツ嵐“スミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　　フ鰹スミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

Sc溢三cht　e三ne　Z級一　慧nd　Ab籍ah冊e

3・3　 3・3　 3。3

3・1　 3・1　 3・1

2・1　 2．1　 2畳1

　十　　　　　十　　　　　牽

　÷　　　　　十　　　　　乎

　十　　　　　÷　　　　　十

　十　　　　　÷　　　　　十

　争　　　　　十　　　　　牽

　十　　　　　争　　　　　十

　十　　　　　÷　　　　　桑

　十　　　　　十　　　　　十

　÷　　　　　十　　　　　や

　争　　　　　十　　　　　弔

　十　　　　　÷　　　　　十

2◎2　 2・2　 2・2

162　　1。2　　1。2

1・1　　　1・1　　　1。1

1。2　　1・2　 1・2

←．2　　152　　1。2

2・3　 2畳2　 2。2

毒　　　＋　　1・2

　噸　　　　　や　　　　　十

beobach七et　worden　lst：

3σ3　 3・3　　3・3　　3・3

3・1　 3・1　 3・1　 3・1

2晒1　　251　 2。1　 2・1

　十　　　　　豪　　　　　十　　　　　十

　十　　　　　争　　　　　十　　　　　十

　十　　　　　十　　　　　や　　　　　噸

　十　　　　　十　　　　　十　　　　　争

　十　　　　　乎　　　　　卓　　　　　十

　÷　　　　　十　　　　　季　　　　　拳

　十　　　　　十　　　　　卓　　　　　十

　や　　　　　十　　　　　乎　　　　　手

　肇　　　　　→・　　　　や　　　　　季

　÷　　　　十　　　　十　　　　幸

　十

2・2

1・2

1・1

　十

1・2

2・2

①十

　十

　争　　　　　÷　　　　　や

1・2　　　162　　　1。2

2・2　 2●2　 3σ2

1・1　　1・1　　191

　十　　　　　十　　　　　や

1・2　　1・2　　1・2

1・2　 2・2　　1．2

＋　　÷・2　壷・2

＋　　÷・2　＋・2

Zelk◎va　serrata

Ables　flr鵬a

Carplnus　cordata

雑ellos鵬a　醗yrlan毛ha

特定の階届にのみ納長が晃られた種
ケや串

モミ

サワシバ

アワアキ

4Dle　Arten　f赴r　welche　in　allen　Schlch七en　elne　Zu－　und　Abnah朔e　b　obachte毛

　B王

　B2
　K
　Bl
　B2
　S
　B2
　S
　B2
　K

且，K

worde嚢

2，1　 2。1　 2。1

昏・2　＋・2　　＋

＋・2　＋・2　　昏

1・1　　　1・1　　　1・1

1・1　　1り王　　1・1

1・1　　1・1　　王。1

1・1　　1・1　　1・玉

1・2　　1◎2　　1・2

3●3　 3・3　 3・3

　・　　　　　十　　　　　十

　　　　　十　　　　　手

1st：

全階層を通して消長を伴う変化が見られた種
ヤフ、レカ甑サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ミヤマイラクサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

マ淘wア～汐、モi　　　　　　　　　　　　　　　　K

コアチ“ミサ“サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ミヤマカ“マス、ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヒメノカ“リヤス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ツクハ、ネウツキ“ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置

シロヨメナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ツリバナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
セマカ“シュウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヤマスス“メノヒェ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

マッフ“サ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
アス“マスケ、 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ミヤマセンキュウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

コハウチワカエテ、 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

カノツメソウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
オニイタヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ヤマモミジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヒトリシス“カ　　　　　　　K
エン：】ウカェテ、 @　　　　　　　　　　　　　　　　K

ガマズミ　　　　　　　　　　　　　　　　K

o ● ，

　●　　　　　　　　　　　　　o

　十　　　　　や

　夢　　　　　　　　　　　　　‘

1。1　　王・王　　1・1　　1。1

1・1　　1・1　　1・1　　1。1

　●　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　，

1・2　 1。2　 1。2　 玉。2

3。3　 3・3　 3曾2　 3。2

＋　　　＋　　　＋　　1・王

率　　　牽　　　＋　　1・1

Synelles玉s　palmata
Laportea殿acros七achya
Fraxlnus　slebo王dla籠a
Op王王s鵬e籍慧s　undulatlfollus

V・bロ欄mwr・9htu
Cala助agroshs　h融konensls
Abella　spathu｝a七a
Asもer　agera乏。王des　var，

Euony瓶糠s　oxyPhylI登s
S醗ユlaX　Sleboldlユ

L羅2塁Ia　恥UltlfIora

Schlsandra　repanda
Carex　laslolep王s

ConlosellU恥創1CIBU恥
Acer　slebo韮d三a識u鋤

Sp慧rl◎P1鵬PユnelIa　ca至yclna
Acer　柵ono　var．　a！打blguu膿

Acer　pa玉膿at賎「n　var。

Ch孟oran匙h級s　2aponlc娘s

Acer醗ono　var．船ar翔ora毛u恥

V匪burnum　dl三atat翻

var・　Jaρ0轟夏CUS

harae　f．　1e慧canもhus

醗atsミ斑lurae

十

十

十

十

十

○

．

●

．

，

，

十

十

十

十

÷

十

●

，

・

，

．

o

o

　十

　十

＋・2

　十

　●

　，

　十

＋・2

　十

＋・2

÷・2

　●

o

◎

●

o

o

o

十

り

十

十

・

　・

噺・2

＋・2

ひ

●

，

・

．

十

十

，

．

○

●

　十

　十

1・2

　9

十

十

十

十

〇

　十

　十

　十

÷・2

　十

十

十

十

十

・

十

十

＋・2　＋・2



Tabeiie 14．永久方形区組成表（HPQ彗6＞
　　Bestandstabelle　der　Dauerquadraも（HPQ－16）．

Laufende　Nr．：
cate　d．　Aufnah阻e：

通し番号
ｲ査年月日

　1

盾X

　2
f79

　3
f80

　4
f81

　5
撃W2

　6
f82

　7
f83

　8
bW4

　9
C85

10
f85

6 10 6 6 6 11 10 10 7 11

3 ユ8 3 4 9 27 24 22 2 6

H6he　d。　Bau田schicht－1（田〉；

ceckung　d．　Ba膿nschicht－1（％）；

gδhe　d．8au恥schicht－2（鵬）

P）eckung　d．　BaUinschicht－2（罵）：

冾Uhe　d．　Sもra駁chschicht（恥）：

高木第一屡の高さ（m）
vﾘ第一癩植被率（％）
vﾘ第二層の高さ（m）
vﾘ第工層植被率（％）
癘ﾘ層の高さ（m）

18
X0
@8
U0
@2

18
W5

@8
U0
@2

18

W5
@8
U0
@2

19

W5
@8
T5
@2

19

W5
@8
T5
@2

20

U0
W．5

R0

@　2

20
W5

W．5

T5

Q．2

20
W5

@9
T0

Q．2

20
X0
P0

T0
Q．2

20
X◎

P0

T0

Q．2

Deckung　d．　Sもrauchschicht（％）：

gδhe　d．　Krau毛schicht（蹟）：

低木擦植被率（％）

趨{属の高さ（鵜）
70

O．5

70

O．5

80

O．5

80

O．5

80

O．5

75

O．5

80

O．5

85

p．5

85

O．5

85

O．5

Deckung　d．　Krauもschicht（％）：

`rte轟zabl：

草本雇植被率（％）

o現種数
40
R7

35
R8

30
R7

30
R6

30・38 20
R4

30
R3

3G
R0

30
R1

25
R2

1Die　菰ber　den　　a轟ze籍　Untersuch職n　szeitrau鵬 ver護nderten　Arte嚢：
全調査時を通じて全く変化のない種

擁agnolia　obova毛a 承オノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　B1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1

S ÷ 十 十 申 十 ÷ 十 十 十 十

v重burnu頂　diiatatU跡 ガマズミ　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・1 ユ・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 亙・1 1・1

Sorbus　　japonica ウラシ“日ノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 十 十 十 十 十 や 十 十 季

Abelia　spathulata ツクハ“挙ウツキ恥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ÷・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2

Acer　sieboldianu「臼 コハウチワカエテ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 季 十 牽 十 十 や 十 十 十 十

Acer　ruf1nerve ウリハタ“カエチ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 十 十 十 十 ÷ 十 十 十 十 十

Os難unda　japonica セ“ンマイ　　　　　　　　　　　　　　　　　K ÷ 十 ÷ 十 十 牽 十 ÷ 十 十

2D三e　Arten　｛iere准　擁er｝eDeckun　s　rad　u登d Soziabi1圭も…三七　vera轟（まer毛　重sセ：

射的変化く被度、群度）の増減が見られた種

Carpinus　laxlflora アカシデ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2 2・2 2・2 2・3 2・3 2・3 2・3 2・3 2・3 2・3 2・3

S 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 ＋・2 ÷ 十 十 十

画

Quercus　serrata コナラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B1 3・2 3・2 3・2 3・2 3・2 2・2 3・2 3・2 3・2 3・2

Lyonia　ovalifolia　var．　e亙1iPtica ネジキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・1 1・2 1・2 1・2 1・2

C豆ethra　barbinervis りヨウフ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2 24 2・1 2・1 2・1 2・1 1・1 2・1 2・1 2・1 2・1

S 十 桑 十 ÷ 十 十 ÷ 十 十 十

RhUS　乞richocarpa ヤマウルシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B1 2・1 2・1 2・1 2・ユ 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1

B2 1・2 レ2 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1

S 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2

王まeX　耐acrOPOda ア才ハタ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2 1・ユ 1・1 ユ4 1・ユ ユ・1 1・ユ 1・1 1・1 ユ・1 1・1

S レ2 1・2 1・2 1・2 1・2 ÷・2 レ2 1・2 1・2 1・2

Fraxinus　sieboldiaha マルハ“アオタ“モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　王32 1・1 1・1 1・1 1・1 2・1 2・1 1・1 レ1 1・1 14
S 1・1 ，乎

千 ÷ 十 ← 帝 十 ←

Pieris　japonica アセヒ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 3・3 3・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3

K 3・3 3・3 3・3 3・3 3・3 3・3 3・3 3・3 3・3

Vacc　i　n　i　u預　　　0　1　dha鴨重　i ナヅハセ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s 1・2 i・2 1・2 1・2 乎・2 1・2 1・2 1・2 1・2

Carex　siderosticta タガネソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　K 1・2 1・2 1・2 1・2 レ2 ＋・2 1・2 1・2 1・2 レ2

Thelyp毛eris　ユaponlca ハリカ“ネワラヒ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K ＋・2 1・2 レ2 1・2 1・2 ＋・2 王・2 1・2 2・2 1・2

Disporu醗　S印ilacinu助 チゴユリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K ＋・2 ＋・2 十・つ　　一 ＋・2 ＋・2 十 ＋・2 ÷・2 ＋・2 ＋・2

3D主e　Arte熟　　f慧r　weiche　in　einer　besti鶏驚ten　Schicht　ei轟e　Zu－　u黙d　Abnah珊e　beobachtet　worden　isセ：

Acer　crataegifoliu魏

Styrax　japonica

Acanthopanax　sciadophy互互oidas

Castanea　crenata

Abies　firma

RhododeRdron　kae謝〕pferi

特定の階麟にのみ消長が見られた種
ウ聾功エデ

エゴノキ

コシアフ“ラ

クリ

モミ

セマツツシ“

B2
S

B2
S

Bl
S

K
B2
S

K

S

K
S

K

2・1　 1・1　 1響1　 2・2　 2。2　 2・2　　＋　　2”2　 2・2　 2。2

　蟹　　　　・　　　　・　　　　÷　　　　←

2・1　 1畠1　 1・1　 王・1　 1Dl

　十　　　　÷　　　　十　　　　　・　　　　十

2・1　 2・1　 2・1　 2・1　 2ウ1

　十　　　　÷　　　　十　　　　十　　　　や

　。　　　　÷　　　　噸　　　　十　　　　十

1・1　　1・1　　1・1　　1・1　　1り1

　。　　　　・　　　　6　　　　や　　　　÷

　十　　　　十　　　　　・　　　　’　　　　“

2・2　 2・2　 2・3　 3；3　 3。3

　，　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　御　　　　　　　　　　　9

1◆2　　1・2　　1。2　 1・2　　1。2

　・　　1の2　　 ・　　1・2　　1・2

　十　　　　　十　　　　　十　　　　　÷　　　　　÷

1●王　 1。1　 2・1　 2・1　 2●1

　や　　　　　や　　　　　十　　　　　十　　　　　十

2。1　　2。1　　2・1　　2。1　　2◎1

　争　　　　幸　　　　十　　　　÷　　　　÷

　。　　　　十　　　　　…

191　 1・1　 2，1　 2。L　 2・1

　■　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　蒔　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　・

　■　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　9

3●3　 3・3　 3●3　 3・3　 3・3

　・　　　　9　　　　十　　　1・1　　1。1

1・2　 1・2　 1。2　 1・2　 1・2

1・2　 ＋。2　 や・2　 ＋。2　 噸・2

4Die　Arten　　f慧r　We玉C｝｝e　in　aHe糖　Sc｝主ichもen　e三ne　ZU－　U嚢d　Aも織ah醗e　beObachもet　騨◎rden　ist：

Pertya　tri互oba
Pertya　glabrescens
Prunus　grayana
Vacci轟ium　hirtum
Solidago　virga－aurea　var．　asiatica
Acer　p互a融aもU鶏　var。　am◎enum

Prunus　verecunda
Pyro互a　3apO罰ica
響isteria　fl◎rib這轟da

Struthiopter玉s　nipo轟ica
Mo窺otr◎pastrum　globosum
Tripterosper鵬U訂n　japonicum
C◎rylus　s歪eb◎1《鷲ana

Viola　恥akiPGi
DryOP毛eris　sabaei
Smiiax　china
I）eutzia　crenaセa

Viburnu皿　wri竃htii

Goodyera　schlechtendaliana

全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種

雪ヤリハク“マKナカ“ハ“コウや宗“ウキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ウワミス“サ㌦クラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

ウスノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
アキノキりンソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

材モミジ　　　　　　　　　　　　　　　　　S
カスミサ“クラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

イチヤクソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

フジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

シシカ“シラ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

キ“ンリョウソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ツルりント“ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ツノハシバ胤ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

マキノスミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ミヤマイタチシタ粘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

サルトリイハ黙ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ウツギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ミヤマカ“マス“ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ミヤマウス犠ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　十　　　　十　　　　十　　　　十　　　　亭

　÷　　　　十　　　　÷　　　　÷　　　　　。

　十　　　　十　　　　十　　　　十　　　　十

i・2　 噸・2　 ÷・2　 ＋・2　 ＋・2

　贋　　　　十　　　　十　　　　十　　　　十

　牽　　　　十　　　　十　　　　÷　　　　十

　十　　　　十　　　　十　　　　十　　　　十

＋・2　 ＋・2　 ＋P2　 千・2　 ÷・2

　・　　　　9　　　　寺　　　　十　　　　十

　十　　　　や　　　　　u　　　　十　　　　÷

　十　　　　　・　　　　・　　　　十　　　　乎

　・　　　　　十　　　　　十　　　　　・　　　　　・

　÷　　　　乎　　　　拳　　　　　・　　　　。

　や　　　　　十　　　　　十　　　　　●　　　　　。

　十　　　　十　　　　　・　　　　●　　　　●

　9　　　　　σ　　　　　9　　　　　・　　　　　十

　・　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　十

　・　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　÷

　ウ　　　　　　　　　　　？　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　o

　・　　　＋　　 ＋・2　 ÷・2　 ＋・2

　÷　　　　　十　　　　　争　　　　　十　　　　　十

　十　　　　÷　　　　十　　　　　。　　　　・

　・　　乎・2　　・　　　・　　＋

　や　　　　　・　　　　　十　　　　　十　　　　　÷

　十　　　　　十　　　　　…

　十　　　　　・　　　　　・　　　　　十　　　　　十

＋・2　　・　　　…

　÷　　　　十　　　　十　　　　十　　　　噸

　・　　　　　十　　　　　…

　…　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　十

＋　　＋・2　　…

　●　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●

　・　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　9

　0　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　o

　P　　　　　　　　　　　匪　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　9

　●　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o

　◎　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　曝　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　，

　季　　　　　。　　　　　・　　　　　・　　　　　D

£abeI三e 15．永久方形区組成表（HPQ一雀7）
　　Besセaa〈ユs起abe1亜e　der　Dauerqua（護rat（HPQ－17）．

Laufende　Nr。：
玉）ate　d．　Auf轟ah跡e：

通し番号
講査年月日

　1

ワ9
　2

ワ9
　3
，80

　4
，81

　5
，82

　6
’82

　7　　8　　9
783　　e84　　「85

10

’85
6 10 6 6 6 11 10 10　　7 11

臼δhe　d，　工きau｝nschicht－1（醗）：

P）eckung　d．　Baumschicht－1（駕）：

m｛6he　d．Bau田schicht－2（恥）

ｳ）eeku醜g　　d．　Bau頂schicht－2（髭ζ）　診

gδhe　d．　S毛rauchschicht（組）：

ceckung　d。　Strauchschicht（％）：
p鑑δhe　d．　Krautschichも（順）：

ceckun呂　d。　Krautschicht（毘〉：

`rtenzah1；

高木第一層の高さ（m）
vﾘ第一層植被率（％〉
qｾ第二曙の高さ（m）
vﾘ第二層植被率（％）
癘{縢の高さ（m＞
癘ﾘ熈詰論聴く％）
趨{層の高さく撫）
趨{層植被率（％）

ｳ畜忌数

　　3

P6

X0

@　6

U0

Q．5

R0

k7
P00
Q2

18
P6

X0

@　6

U0
Q．5

R0

k7
P00
Q2

　3
P6

X0

@7
U0

Q．δ

S0

k7
P00
Q3

　　2

P6

W5

@　7

U0

Q．5

R0

k7
P00
Q2

　　9

P6

W5

@　7

U0

Q．8

R0

P．7

P00
Q2

　28
P6．5

@60
@　7
@40
Q．3

@20
k7
@90
@21

　24
P6．5

@80
@　7
@60
Q．5

@35
k7
P00

@20

　23　　2
P6，516．5

@82　　82
@　7　　7
@65　　65
Q．6　2．6

@40　　40
k7　1．7
P00　王00

@18　　19

　　5

P7

W2

V．2

U5

Q．7

S0

P．7

X5

@17
盒）灘e　Uber　麺nze漁　U擁tersuch鷲捻綴zeitraurn ve鷹麗豊滋飢＿藍ten：

Carpinus　正axiflora

　　　　　　　　　　　　皿吊匿一㎜S調査蒔を通じて全く変化のない種アカシテ“　　　　　　　　　　　　　　　　　B1

2・1 2・1 2・通 2・ユ 2・1 2・ユ 2・1 2・ユ　2・1 2・ユ

　　V　i　burnum　　　WIヤ　i　gh　毛　i　i

@　Comus　kousa
@　Prunus　verecunda
i2⊇匡）3e　Ar毛er茎　dere擁　懸en　e　Deckun　s　ra（美　篭簸d

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2

@　　ミセマカ“マス“ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

@　　ヤマホ“ウシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2

@　　カスミサ、クラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SSoziabiliも≧…t　ver護ndert　ist：

1．・1

撃P
?・1
¥・ワ　卿

1・1

P・1

P・ユ

{・2

1・1

P・1

?・1

{・2

1・1

P・1

?・ユ

{・2

1・1

撃P
?・ユ

G・2

1・1

P・1

?・1

{・2

1・1

P・1

Pd
{・2

1・1　1・1

P・1　レ1
P・1　エ・1

{・2　＋・2

レ1
P・1

撃P
{・2

量的変化（被度、群度）の増滅が見られた種
LyOnla　OvalifO至董a　var，　elliptiCa ネジキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 レ2 1・2 1・2　2・2 2・2

P至er三s　japon童ca
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

Aセビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
1・2
潤Dク旧　　　卿

1・2

Q・2

1・2

Q・2

1・2
X．つ婦　　　　婦

1・2

Q・2

÷・2

Q・2

＋・2

Q・2

÷・2　＋・2

Q・3　2・3

÷・2

Q・3

Sasa　borealis
演NeX　阻acropoda

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

Xズタケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
Aオハタ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B1

1・2

T・5

Q・1

レ2
T・5

Q・1

王・2

T・5

Q・1

1・2

T・5

Q・1

1・2

T・4

Q・1

1・2

T・4

Q・1

レ2
T・5

Q・1

1・2　1・2

T・5　5・5

Q・1　2・1

1・2

T・5

Q・1
B2 1・1 レ1 1・1 2・3 2・3 2・3 1・1 1・1　2・1 2・1

　　SOrbus　japonica
?）箋e　Arもe矯　　f董r　we茎che　隻n　einer　besti国阻もen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
@　ウラシ凹目ノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2Sch三cht　eine　Zu－　und　Abnah暁e　beo

　十

P・2

　十

P・2

　÷

P・2

　十

P・2

　幸

P・2

　十

{・2

　÷

P・1

　十　　　　十

P・1　1・1

　十

P・1

bachte乏　worden ist：
特定の階層にのみ消長が見られだ種

Sorbus　alnifo1玉a アス“キナシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2
÷ ÷ 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1　1・1 1・1

Quercus　serrata

｝｛amamelis　japonica

HhUS　ヒrichocarpa

Clethra　barbinerv三s

Rhododendroz｝　kae育｝pfe1「i

Acer　crataegifoliu田

コナラ

マンサク

ヤマウ｝しシ

リョウフ“

セマツツシ“

ウリカ〕こデ

S

Bl
S

B2
K
B2
S

K
S

K
S

K
B2
K

4】）ie　Arもe轟　f銭r　welche　in　allen　Schich毛e臓　e王ne　Z職一　継n（玉　AbnahBle　beobachもet　worde轟　ist：

　十　　　　　→・　　　　十　　　　　十　　　　　．

5‘4　 5・4　 5，4　 5・4　 5・4

　・　　　　十　　　　十　　　　十　　　　÷

1・1　 1・1　 1。1　 2・1　 2・1

　。　　　　　’　　　　　●　　　　　十　　　　　十

　十　　　　　÷　　　　十　　　　　・　　　　．

1・1　　161　 1・1　 1・2　 1・2

　の　　　　十　　　　十　　　　十　　　　牽

1・2　　1・2　　1曾2　 2。2　 2・2

　レ　　　＋　　 1・2　　1甲2　　1・2

　十　　　　　÷　　　　　十　　　　　÷　　　　　十

　’　　　　　。　　　　　十　　　　　・　　　　　十

　÷　　　　÷　　　　十　　　　十　　　　十

÷　　　　や　　　　十　　　　・　　　　う

　噸　　　　　◎　　　　　・　　　　　．　　　　　．

4・4　5・4　5・4　 5・4　 5・4
　十　　　　　十　　　　　十　　　　　牽　　　　　十

1・1　 1●1　 1撃1　 2曾1　 2・1

　十　　　　　’　　　　　÷　　　　　．　　　　　。

　●　　　　十　　　　÷　　　　十　　　　÷

1・2　 1。1　 1。1　 1・1　　÷

　十　　　　十　　　　十　　　　　・　　　　．

1・2　 1・2　 1・2　 1・2　 1・2

噸・2　　＋　　　＋　　　＋　　　＋

　乎　　　　十　　　　十　　　　十　　　　十

　乎　　　　十　　　　乎　　　　　・　　　　．

　十　　　　　十　　　　　÷　　　　　十　　　　　十

　十　　　　十　　　　÷　　　　十　　　　十

Vaccinium　oIdhamii
Fraxinus　siebold童ana
V主burnu胃】ph至eboヒrichu蒲

Wisヒeria　flor玉bunda

Abelia　spathulata
Prunus　grayana
Struth玉opteris　駿iponica
Abies　firma
Vacciniu灯〕hirtu餉

全階屡を歎じて消長を伴う変化が見られた種

ナツハセ“Sマ3しハ“アオタ“モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　菰

オト＝庭ヨウソ“メSフジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ツクハ“ネウツキ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ウワミス“サ“クラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

シシガシラ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

モミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ウス井　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

1・2

　十

　十

＋・2

　十

　十

　●

1・2

＋・2

　十

　十

　ρ

1・2

　十

　十

÷・つ

　　L
　十

　十

÷・2

1・2

　十

　十

　十

　ρ

1・2

　十

十

　・

十

÷・2

　．

　十

　．

　φ

＋・2

　十

2・1

＋・2　＋・2

　十　　　　十 十

〇



T＆belle11e　16．永久方形区組成表（疑PQ－18）
@　　　　　　　Bestandstabelle　der　D欲uerquadrat （HPQ一肇8）．

Laufende　Nr．．
cate　d．　Aufnah頂e：

紮覇日 　1
ﾊ79

@6

　2
C79

P0

　3
C80

@6

　4
ｵ81

@6

　5
C82

@6

　6
b82
ﾊ1

　7
f83

P0

　8
j84
P0

　9
f85

@7

10

怩W5

P1

3 18 2 2 9 27 25 23 3 6

猛ohe　d．　Bau鴨schlcht一樹（競）：

ceckung　d．　Ba田nschlcht－1（％）：

g6he　（玉．BaU鵬schユcht－2（諭）

ceck冠ng　d．　Baumschlcht僧2（罵〉・

gbhe　d。　Strauchschユch七（順）：

ceckung　d，　Strauchschユcht（％）：
魔盾?ｅ　d．　Krautschlchセ（撫）：

ceckung　d。　Krautschlcht（％）：

`rte箆zahl：

高木第一瘤の高さ（m）
vﾘ第一屈植被率（％）
v{第二層の高さ（焔ほ）

vﾘ第二雇植被率（％〉
癘ﾘ雇の高さ（m）
癘ﾘ穰植被率（％）
趨{臆の高さ（m）
趨{驕植被率（％〉

o現種数

20
X0

@　8

S0

@　3

U0
O．6

SG
U6

20
X0

@　8

S0

@　3

U0

O．6

R0
V2

20
X◎

@　8

S0

@　3

U0

O．6

R0
@79

20
X◎

@　8

S0

@　3

U5

O．6

R5
W3

20
X0

@　8

揩O

@　3

U5

O．6

S0
X2

2玉

U0

@　8

Q0
R．2

RG

n．5

Q0
@77

22
U5

@　9

Q5

R．2

S0

p．5

S0
@84

22
U5

@　9

Q0
R．2

T0

O．5

T0
@81

22

V0
@　9

Q0
R．2

U0

O．5

U0

@79

22
V（》

@　9

Q0
R．3

U0

O．6

U5

@77

1Die弩ber　den　anZen　UnもerSUChUn　SZe虹aU旧 verander七en　Arten：

　Rhus　trlchGcarpa
@阿orus　bombyc1S
@SynelleSls　pah聰ata
@Rosa　multlf互Qra
@VlburnU5n　furcaセU頂
rymplocos　chmensls　var・1euCocarpa　f・

@Artem1Sla　prlncePS
@Clrslum　tanakae
@Rubus　　mlcrophylIUS

C灘n鼠謝鵯翫en。Dec、。。　s。。・。。・

　　　　　　全調査時を通して全く変化のない種

@　　　　　ヤマウルシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

@　　　　　ヤマグワ　　　　　　　　　　　　　　　　　B2
@　　　　　ヤフ“レカ“サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

@　　　　　ノイハ“ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

@　　　　　材カメノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　K
oI三Qsa　サワフタギ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

@　　　　　ヨモギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

@　　　　　ノハラアサ“ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

@　　　　　ニカ“イチ＝ゴ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

@　　　　　胴ノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

@　　So21abl11セat　ver銭ndert　lst：

1・2

P4
P・2

@÷

@十

@十

@十

@÷

@十

@十

1・2

P・1

P・2

@÷

@十

@十

@十

@や

@÷

@十

レ2
P・ユ

P・2

@十

@季

@十

@十

@十

@十

@÷

1・2

P・1

P・2

@十

@十

@十

@十

@÷

@季

@や

レ2
P4
P・2

@十

@幸

@桑

@十

@十

@十

@十

1・2

P・1

P・2

@÷

@十

@十

@幸

@f
@昏

@牽

1・2

P・1

P・2

@十

@十

@十

@十

@十

@÷

@十

1・2

P・1

P・2

@十

@幸

@十

@÷

@十

@十

@十

1・2

P・1

P・2

@噸

@十

@十

@十

@牽

@十

@÷

1・2

P・1

P・2

@十

@十

@十

@十

@十

@十

@十

Larlx　kde険pf¢r玉　　　　　　　　　　　降

belastrus　orblcu圭atus

蜷的変化（被度、群度）の増減か見られた種
Jラマツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bl
cルウメモト“キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bl

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

5・蟻

ﾂ．つ」　　　細

{・2

5・4

Q・2

{・2

5・4

Q・2

{・2

5・4

Q・2

{・2

5・4

Q・2

{・2

4・4

P・2

@や

4・4

P・2

@十

4・4

P・2

@や

4・4

Q・2

P・2

4・4

P・2

P・2

Pourthlaea　v互110sa　var．　1aevls
`beha　spathulaしa　var．　coloraセa

カマツカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
^キネツクハ“ネウツキ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

2・2

@十

Q・2

2・2

@÷

Q・2

2・2

@十

Q・2

2・2

@÷

P2

2・2

@十

P・2

1・2

@十

P・2

2・2

@十

Q・2

2・2

@十

Q・2

2・3

@十

Q・2

2・3

@÷

P・2

Dlsporu鵜　sml玉aClnu「B

ba鵬pa痕U里a　punctata
qubus　palmatus　var．　COPしophyllus

gamaHlellS　3apon！ca
barex　Ianceolata
rolldago　vlr菖a－aurea　var．　aslat玉ca

arachypodlum　sylvat1CU恥　var・　撫lserum
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Tabe王1e 18．永久方形区組成衰（温PQ－20＞
Bes七andstabe亙1e　der　Dauer（差uadrat（HPQ－20）．

Laufende　Nr．： 通し番号 1 2 3 4 5 6 7 8　　9
Date　d．　Auf益ahme： 調査年月日 P79 ，79 駐80 ’8i P82 ’82 ，84 ，85　Ψ85

6 10 6 6 6 11 10 6　　11
2 17 2 1 8 28 22 1　　6

｝｛6he　d，　Bau蹟schich毛一1（砥）： 高木第一願の高さ（魚） 20 20 20 20 20 20 21 21　　21
Decku巖g　d．　Bau閉schichも一1（驚）： 高木第一層植被率（％） 90 go 9G 9G 9◎ 90 9G 9G　　go
｝｛δhe　d，Bau期schichむ一2（醗） 高木第二層の高さ（m＞ 10 10 10 10 11 11 12 1212．5
Deckun＆　d．　Bau助schicht－2（％）： 高木第二顕露被率〈％〉 40 40 40 50 55 55 55 55　　55
Hδhe　d．　S乞rauchschicht（獅）： 低水層の高さ（m） 2．5 2．5 2．5 2．5 2．5 2．5 2．5 2。6　2。6
Deckung　d。　Strauchschicht（％〉； 低木層植被率（％） 40 40 40 30 30 30 30 30　　30
f｛6he　d．　Krauセschicht（醗）： 草本層の高さ（m） 1．2 L2 1．2 L2 L2 1．2 L3 1．5　L5
Deckung　d．　Krautschicht（κ）： 草本引跡被率（％） 70 7G 7G 70 75 75 80 80　　80
Ar亡e頚zahl： 出現画数 29 35 35 34 37 34 29 28　　30

1Die　蔵ber　den　　a罫1ze籍　U登もersuchun　sze鷲rau励 ver蕊轟der七en　Arten：
全調査時を通じて全く変化のない種

Carpinus　tschonoskii イヌシデ Bl 3・3 3・3 3・3 3・3 3・3 3・3 3・3 3・3　3・3
Acer　piamatum　var．　a蹴oenu掛 材モミジ B2 2・2 2・2

つ．つ勘　　　」

2・2 2・2
つ．つ」　　　L

2・2 2・2　2・2

Prunus　verecunda カスミサ“クう B1 2・1 2・1 24 2・1 2・1 2・1 24 2・1　2・1

BeとUlagrossa ヨク“ソミネハ“り B1 1・1 1・1 レ1 1・1 1・1 1・1 1・王 1・1　1・1
Car茎》三n慧s　laxiflora アカシデ B2 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1　2・1

S 1・1 1・1 14 1・1 14 1・1 1・1 レ1　三・1

Sorbus　japonica ウラジ日ノキ B2 2・1 2・1 24 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1　2・1

Prunus　buergeriana イヌザクラ B2 レ1 1・1 1・1 1・1 工・1 1・1 1・1 1・1　1・1
Lonicera　graci王ipes　》ar．　91abra ウグイスカグラ S ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 や・2 ＋・2 ÷・2　＋・2

Frax童nus　siebo監dia登a マルハ“ア方ダモ S 十 十 十 十 十 十 ÷ ÷　　　　や

Viburnum　phlebotrichu∬1 朴コヨウソ“メ s ÷ 十 ÷ 牽 十 十 十 十　　　　十

Acer　sieboldia口u訂n コハウチワカエデ S ÷ 十 十 幸 十 十 十 十　　　　÷

Schiz◎phragπ聾a　hydraRgeoides イワガラミ K ÷ 十 十 十 十 や 十 十　　　　　十

21）ie　Arten　　deren　　e飛　e　Deckミ1n　s　rad　u轟d SO2iabi王iも護も　ver浸ndert　三S毛：

難的変化（被度、群度）の増減が見られた種

S土ewartia　pseudo－ca揃ellla ナツツハ“キ B2 2・2 2・2 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1　1・玉
S 2・2 ＋・2 ÷・2 1・2 1・2 1・2 1・2 エ・2　1・2

Abies　firma モミ B2 1・1 レ1 1・1 1・1 1q レ1 1・1 1・2　1・2
S 2・2 2・2

つ．つ｝　　　曾

2・3 2・3 2・3
つ．ウ楡　　　賀

2・2　2・3
翼 歩 季 十 十 レ1 1・1 十 十　　　　　÷

Carplnus　coゼdata サワシバ“ B2 1・1 1・1 1・1 1・1 工・1 レ1 1・2 1・2　2・2
S 十 十 十 十 十 十 十 『」　　　　十

COraUS　　COntrOVerSa ミズキ 32 24 1・1 1・1 ｝・1 1・1 1・1 1・1 1・1　1・1
Viわurnu那　d三1ataセum ガマズミ S 1・2 レ2 1・2 1・2 レ2 1・2 1・2 1・1　1・1

K 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・1 1・工　1・1

Sasa　boreahs スズタケ s 1・2 王・2 1・2 1・2 1・2 レ2 1・2 1・2　1・2
K 4・3 4・3 4・3 4・3 4・4 4・4 4・4 5・4　5・4

Disporu！轟　smi正acinu鵬 チゴユリ K 1・2 1・2 レ2 1・2 1・2 1・2
÷・「》　　静

＋・2　　＋

Stephanandra　iΩcisa コゴメウツギ K 1・2 レ2 1・2 1・2
＋。ワ　　静 拳・2 桑・2 ＋・2　＋・2

3Die　Arten　　f蔭r　we玉che　in　einer　besもim鵬ten Schic鼓も　ei籍e　Zu－　u捻d　Abnah醗e　beobacわ 七et　worde轟 ist：

特定の階鰍このみ消長槻ら疑種 1
（≧uercus　serrata

Acanthopanax　sc玉adophylloides

コナラ

コシアフ“ラ

4Die　Arten　f銭r　welche　in　allen　Schichte罰　eine　Zu－　und　Ab惣ah蹟e　beobachtet

　　Bl

　　K

　　K

　　x

worden

　　2・2

　　　十

　　　，

ist：

2・2

　十

3・2

　十

　十

3・2

　十

　十

3・2

　十

　十

3・2

　十

　十

3・2

　0

1・1

3・2　3・2
　じ　　　　　　　　　　　●

1・1　1・1
　0　　　　　　　　　　　●

全階雇を通じて消長を伴う変化が見られた種
ウリカエデ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ツタウ｝しシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ミヤコザサ　　　　　　　　　　　　　　　　K
コハ“キ“ホ“ウシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

フジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ウリハタ“カェテ“S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヤマウ）しシ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

才オイトスケ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

クマシデ　　　　　　　　　　　　　　　　　B2
キ“ンリョウソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

キッコウハク“マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

アキノキリンソう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

シシカ“シラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

タチツボ“スミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

エンコウカェテ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヤマツツシ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヅル」，こノト“ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

クリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
オオカニコウモリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝く

イヌヨモギ　　　　　　　　　　　　　　　　K
キハ甑ツ’アキキ“リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヌカボシソウ　　　　　　　　　　　　　　　　K

1・2

Acer　cra士aeg三fo正1u田

Rhus　a鵬b玉gua

Sasa　niPP◎nica
r｛（》s匙a　ξdbomarginata

Wisterla　floribunda
Acer　rufinerve

RhUS　毛richocarpa
Carex　sachalinensis　var．　a1もernif王ora

Carpinus　japonica
醗ono毛ropastr登1！1　g王obOStま皿

Ainsliaea　apiculata
SolidagG　vir｛ζa－aurea　var．　asi3tica

Struもhiopteris　niponica
Viola　gryρ◎ceras
Acer　阻ono　var．　鶏armoratu田

Rhod◎dendron　kae玲pfe「i

Tripもerosper薩殿m　japonicum
Castanea　cre轟ata
Cacalia　n玉ko鶏ontana
Arten獅isia　keiskeana
Salvia　nipponica
Luaula　p1U韮10sa

　÷　　　　　。　　　　寺　　　　十

　・　　　　　十　　　　　十　　　　　亭

　申　　　　　・　　　　　・　　　　　十

　・　　　　　十　　　　　・　　　　　十

1・2　　162　　1・2　 1・2

　÷　　　　十　　　　十　　　　乎

　。　　　　千　　　　十　　　　乎

　引・　　　　。　　　　幸　　　　　争

　9　　　　十　　　　十　　　　十

　・　　　　÷　　　　十　　　　十

　・　　昏・2　 や・2　 ＋・2

　．　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　9

・　　・　　＋・2

　十　　　　　ψ　　　　・

　・　　　　　十　　　　　十

　・　　　　十　　　　十

　9　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　辱

　0　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　，

　・　　　　　十　　　　　÷

　・　　　　　十　　　　　十

　曾　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　■

　．　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　巳

　十　　　　　・　　　　　・

　・　　　　　十　　　　　・

・　　　・　　＋・2

　十　　　　斎　　　　幸　　　　・

　十　　　　十　　　　十　　　　　9

　十　　　　　十　　　　　。　　　　　・

　十　　　　や　　　　や　　　　十

1・2　　1の2　 ÷・2　　 σ

　÷　　　　÷　　　　や　　　　寺

　十　　　　手　　　　十　　　　十

　←　　　　　ぐ　　　　・　　　　．

　十　　　　十　　　　十　　　　喩

　十　　　　÷　　　　・　　　　・

十・2　　　十。2　　　　・　　　　　層

2・1　 2・1　 2・1　 2●1

　十　　　　。　　　　。　　　　十

　十　　　　　・　　　　・　　　　。

　●　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　○

　÷　　　　　…

　十　　　　十　　　　・　　　　。

　十　　　　　十　　　　　・　　　　　・

　p　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●

　o　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　■

　十　　　　　十　　　　　・　　　　　・

　．　　　　　・　　　　　・　　　　　十

　．　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　o

　「　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　●

　o　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　曜　　　　　　　　　　　　　●

　十

や・2

　十

　〇

　十

2・1

　十

　〇

　〇

Tabelle 19．永久方形区組成表（HP衛21）
　　　Bestandstabelle　der　Dauerquadrat（HPQ－21）．

Laufende　Nr，： 通し番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1◎

Daヒe　d．　Aufnah訂ne； 調査年月ヨ ，79

@6
，79

P0
，80

@6
倉8ユ

@6
重82

@6
伊82

P1

183

P0
，84

P0
，85

@7
Ψ85

P1

H6he　d．Bau∬｝schichも一2（騰） 高木第二層の高さ（m）

58 78 39
　　3

X．5

　9

P0
25
P0

25

X．5

23

X．5

　2

P0
　6

P0
Decku籍9　d．　Baur肩schicht－2（％）： 高木第二屡植被率（％） 9Q 8G 85 85 go 85 85 go go 85
Hδhe　δ，　S毛ra慧chschlcht（撫）： 低木腰の高さ（m） 2 2 2．2 2．2 2．3 2．3 2．5 2．6 3 3

Deckung　d．　Strauchschich乏（器｝： ｛氏木屡植被率（％） 70 50 60 60 60 60 65 6（） 60 60
H6he　d，　Krautschich恐く鵬）： 草本厨の高き（恥〉 0．5 0．5 O．5 0．5 0．5 O．5 0．5 0．5 0．5 0．5

Deckung　d．　Krautsch玉ch紀（％〉： 草＝本属植被率（％） 40 40 35 30 30 30 30 30 30 30
Artenzahl： 出現種数 34 34 4Q 42 39 36 40 36 36 34

1Die　ミ蓬ber　de籍　　a！〕ze轟　Unters登chun　s2eitra羅汀妻 ver護nderten　Ar毛en：
全調査蒋を通じて全く変化のない種

Viburnu［n　di王a七atu田 ガマズミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 十 ÷ 十 十 十 十 十 十 十

Ly◎nia　ovalif◎1ia　▽ar．　elliptica ネジキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 や 十 ÷ 十 ÷ 十 十 十 十

Acer　jaPOτ≧iCU汀｝ ハウチワカエテ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 寺 畜 ÷ 争 十 十 十 十 ÷ キ

Acer　pa1恥atu搬　var．　跣atSU恥urae ヤマモミジ　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 ← 十 ÷ 十 ÷ 十 十 十 十

Styrax　　japonica エゴノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 十 十 十 十 十 十 十 十 乎

Carex　　sideros匙icta タガネソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　K 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2

Carex　lanceolata ヒカケ“スケ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2

Ca互a鶏agrostis　longiseta ピケ“ノカ甑リヤス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K や ÷ 十 十 十 牽 十 昏 ÷ 券

2Die　Ar驚e登　deren　踊en　e　Deckun　s　ra（匪　und So2iabilit琶t　ver護ndert　is毛：
盤的変化（被度、群度）の増減が見られだ種

Quercus　serrata コナラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2 4・4 4・4 4・4 4・4 4・4 4・4 4・4 4・4 4・4 4・4
S 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 』1・2

K 1・2 ＋・2 ÷・2 や・2 桑・2 噸・2 噸・2 ÷・2 ÷・2 ＋・2

C｝ethra　barb｝nervis リヨウフ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2 2・1 1・1 1・1 1・1 2・2 1・2 1・1 1・1 王・1 1・1

S 1・2 1・2 1・2 ユ・2 1・2 レ2 1・2 1・2 1・2 1・2

Rhododendron　kae擶Pferi ヤマツツシ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 3・3 3・3 3・3 3・4 3・4 3・4 3・4 3・4 4・4 4・4

Acer　cratae≦蓄ifO1宝U鵬 ウリカエテ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 2・2 2・2 2・2

Vacciniu獅　σldha鵬ii ナツハセ鳩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 王・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 2・2 2・2 2・2 2・2

Pleiobiastus　chino アス“マネサ“サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・2 レ2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 2・2
Di　sporu鵬　　　S扮i　l　ac　i　nu狙 チゴ：Zり　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 2・2 1・2 1・2 1・2 や・2

十・「》　　餌
華 1・2 14 1・1

Solidago　v重rga－aurea　var．　asiaヒica アキノキリンソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 1・2 ＋・2 ÷・2 ＋・2 十 や ＋・2 雫・2 ＋・2 ＋・2

Sasa　nΣppo漁ica ミヤコザサ　　　　　　　　　　　　　　　　　K 1・2 レ2 1・2 1・2 1・2 ＋・2 ÷・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2

Sorbus　aini．fo∫ia アズキナシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 十 十 十 ÷ 十 十 1・1 レ1 1・1

3D三e　A　毛en　　f罎r　welche　i難　einer　best｝跡1nten SchΣchも　ei惣e　Zu－　u轟d　Abnah醗e　beobachtet worden 玉st：

RhUS　毛richocarpa

Carpinus　玉ax玉flora

Prunus　verecu資da

Castane＆　cre跳ata

特定の階屡にのみ消長が見られた種
ヤマウ｝むシ

アカシデ

カスミザクラ

グ，

Sy踊P｝ocOs　chinens玉s　var．　｝eucocarpa　f．　pilosa　サワフタギ“

Lespedeza　homGloba

Corylus　siebG1（簸a貌a

ツクシハキ“

ツノハシバ“ミ

B2
こ

口

B2
S

B2
S

K
B2
S

K
S

K
S
K

S

駁

　や　　　　十　　　　十

1，2　 ＋・2　 ＋。2

　・　　＋・2　＋・2

　●　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　6

1陰1　　　1噂1　　　1・1

2・1　 1。1　 1の2

　÷　　　　十　　　　十

　ρ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　9

2・1　 2・1　 2・1

　十　　　　十　　　　十

1・2　 ＋齢2　 ＋72

1ψ2　　幸・2　 ＋・2

　g　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　9

　÷　　　　　÷　　　　　÷

　り　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　■

　十　　　　　÷　　　　　十

　，　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●

＋　　レ1　＋・2
1。2　　　1の2　　1・1

1φ耐1　 ＋‘2　 ＋鯵2

1・1　　　1r1　　　1・1

1●1　　　1◎1　　　玉う1

1・2　 1・2　 1・2

　十　　　　十　　　　÷

　十　　　　÷　　　　十

2の1　 2。1　 2・1

　重　　　　十　　　　牽

　十　　　　　十　　　　　十

＋・2　 1・1　　1・ユ

÷・2　 ＋・2　 ＋・2

　十　　　　→・　　　　十

　÷　　　　乎　　　　十

　十　　　　十　　　　十

　，　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　6

1・1

1・2

1・1

1・1

1・1

1・2

　十

　十

2・1

　十

　÷

　十

1．・1

1・2

1・1

1・工

1・1

1・2

　十

2・エ

　十

レ1

　÷

　十

叢．・1　1・ユ

1・2　エ・2

　十　　　　乎

2・1　2・1

1・1　1・1

1・2　1・2
　0　　　　　　　　　　　●

＋・2　÷・2

2・1　2・1

　十　　　　　。

レ1　1・1
　十　　　　　十

　十　　　　　÷

　十　　　　　十

　十　　　　十

　や　　　　÷

4Die　Ar毛en　f銭r　welche　i雛　allen　Scわichten　eine　Zu－　und　Abna｝≧粉e　beobachもe毛　worden　圭st：

Sπnilax　china

Arten蹟isia　keis赦eana
S蹟ilaX　Rippo鷺ica
響isteria　floribunda

Deutzia　cre犠a記a
Hosta　albo鵬argi轟ata
Carex　玉asiolepis
Aもrac奄ylodes　japonica
Abies　fir訂na

Lonicerξし　grac玉lipes

V童ola　rossii
L玉r玉ope　「騒inor

A（至enophora　重riphy至1a　var；　japonica

Li玉三U蒲auratu旧
Sπ陸ilax　ripariξ㌧　var．　ussurie罰3is

Adenophora　remotiflo「a
Viburnum　phlebo竜richu旧
Ixer量s　dentata
Gentia轟a　scabra　var．　buerger玉

駕VQdiopanax　innovans

全階届を通じて消長を伴う変化が見られた種
サルトリイハ“ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

イヌヨモギ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

タチシオデ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

フジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ウツギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
コハ“キ“ホ“ウシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猛

アス略マスケ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

オケラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

モミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ヤマウク“イスカク“ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

アケホ鳩ノスミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヒメヤフ“ラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ツリカ“宗門ンシ“ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヤマユリ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

シオデ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ソバ“ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　K
オトコヨウソ黛メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

工力“ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

リンドウ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

タカノツメ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　，

1・2

　十

1・2

　十

　十

　十

　の

　吟

　÷

＋・2

　十

　．

十

十

十

9

．

十

〇

十

〇

．

　十

二2
　十

　．

＋・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

1・2

＋・2

　十

　〇

　．

　●

　十

　十

栖2
÷・2

　十

＋・2

÷・2

　十

　十

　十

　十

＋・2

　十

　十

　十

　●

1・2

　十

　十

　十

＋・2

　十

＋・2

＋・2

　十

　十

前2

　十

1・2

　十

　十

　十

　十

寺・2

　十

　十

　十

　り

　り

　十

1・2

　十

　〇

　十

　÷

＋・2

＋・2

　十

　十

1・2

　十

　十

　十

十・つ
　　伸

　十

　●

　十

　●

　，

　5

　十

寺・2

1・1

1・1

　覧

　十

　十

　÷

　O

　o

　十

1・2

1・1

　十

÷・2

　●

　○

　十

　十

　十

　十

　〇

　〇

　十

　十

÷・2

1・1

　十

　十

　，

　．

　十

　〇

　●

　十



TabeHe 20．永久方形区別霜表（HP｛註一22）
　　Bestandstabelle　der　Dauerquadrat（｝｛PQ－22）。

Laufende　Nr．：
cate　d．　AufnahIne：

通し番号
ｲ査年月B

　1
s79

　2
f79

　3
C80

　4
b81

　5
C82

　6
C82

　7
C83

　8
B84

　9
X85

10

?８5

6 10 6 6 6 11 10 10 7 11

3 16 3 1 8 26 24 22 2 6

Hbhe　d．　Bau皿schlchセー1（m）：

ceckung　d．　Bau恥s伽cht－1（％）：
gohe　d．Bau鋤schlchセー2（鵬）
ceckung　d．　Baumschlcht－2（駕）：

高木第一膳の高さ（m）
vﾘ第一礪植被率（％〉

b箋調纐墓／謝

26
W5
P2

S0

26
W5
P2

S0

26
W5
P2

SG

27
W5
P3

S0

27
WQ
､4

S0

27
WQ
P4

S0

27
WG
P4
S0

27
W0
P4
S0

28
W0
P4

S0

28
W0
P4
S0

Hbhe　d．　Strauchsch玉chセ（鋤）：

ceckun呂　dし　Str哉uchschlcht（Z）；

gohe　d．　Krau士schleht（m）：

P）eckung　d．　Krautschlcht（ヲζ）：

`r匙enzah1：

低木縢の高さ（騰）

癘ﾘ層植被率く％）
趨{層の高さくm）
趨{層植被率（％）

o現冊数

　　3

V5

O．5

S0
S8

　　3

V5

O．5

S0
T7

　3
V5

O．5

S0
T2

3．2

W0

O．5

S0
T7

3．4

W5

O．5

S0
T5

3．5

W5

O．5

S0
T8

3．5

W5

O．5

S0
T1

3．8

W5

O．5

TG
S8

3．9

W5

O．5

T0
T3

3．9

W5

O．5

T5
S8

1Dle　這ber　de籍　　a類zeR　U捻ters級chun s2eitrau1抑 veranderten　Ar毛en：
全調査時を通して全く変化のない種

P工nus　之hunberg11 ク日マヅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B1 荏・3 4・3 4・3 遵・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3

Plnus　denslflGra アカマツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1

Lyonla　ovallfolla　var　　el11Ptlca ネジ挙　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2

Aucuba　Japonlca アオキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2

Ables　flrma モミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1

Thea　slnens玉S チャノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S ＋・2 乎・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ÷・2 や・2 卓・2 ＋2 ÷・2

Aユnsllaea　aplculata キツコウハク“マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ÷・2 ＋・2 拳・2 ＋・2 ＋・2

　Carplnus　laxlflora
QDle　Arten　dere轟　嫉en　e　Deckun　s rad簸nd

　　　アカシデ　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2
rozlab王iltaセverandert　lst：

十 十 十 ÷ 十 十 十 十 ÷ 十

恥
蜷的変化（被度、群度）の増減か見られた種

Cryptomerla　Japonlca スギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 2・3 2・3 2・3

S 十 十 ← 十 ÷ 十 十 十 十 ÷

Broussonetla　KazlnokI コウゾ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・1 1・1 レ2 1・2

Wlste「1a　floエ1bunda フジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 ＋・2 1・2 1・2 1・2 12
Ca1王lcarpa　3aponlca ムラサ卑シキフ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・2 1・2 1・2 1・2

ウ．つ一　　　」

1・2 1・2 1・2 1・2 1・2

Pler1S　3aponエca アセビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 3・3 3・3 3・3 3・2 3・3 3・3 3・2 3・3 3・4 3・4

Euony鵬US　Slebol（玉lanUS マエミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・1 レ1 1・玉 2・1 2・1 1・1 1・2 2・1 2・1 2・1

Eurya　Japonlca ピサカキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 2・2 2・2 2・3 2・3 2・3 2・3 3・3 3・3 3・3 3・3

Zanthoxy正um　plper1毛um サンショウ　　　　　　　　　　　　　　　　　S 1・1 1・1 1・1 1・2 1・2 1・2 レ1 1・1 1・1 1・1

Lonlcera　graclIlpes ヤマウク“イスカク“ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S レ1 1・1 1・1 1・1 1・1 拳 ＋・2 ＋・2 1・1 1・1

Callユcarpa　獅0111S ヤフ“ムラサキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 十 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2

StyraX　Japonlca エゴノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S ÷2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 1・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 1・1

Rhus　trlchocarpa ヤマウルシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B2 2・1 2・1 2・1 3・1 3・1 2・1 3・2 3・3 3・2 3・2

Araha　elata タラノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　S 十 十 や レ1 1・1 1・1 十 1・1 1・1 1・1

Ard1Sla　こaponlca ヤフ獣コウシ獣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 3・3 3・3 3・3 3・4 3・4 3・4 3・4 3・4 3・4 3・4

DryoPセerls　blsseセ1ana ヤマイタヲシタ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 22 2・2 2・2 2・2 2・3 2・3 2・2 22 2・3 2・3

Oph1opo＆on　p互anIscapus オオバ、シ“ヤノピケ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝く 1・1 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 2・3

Phry鶏a　oblo員91fol三a ナカ“ハ“ハェト“クソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 12 1・2 1・2 ÷・2 1・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 1・2 ＋・2

Hedera　rho頂bea キ’ゾタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K 牽・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 乎・2 1・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2

Rubus　palmatu＄　var　　cOPもophyliUS モミシ“イチコ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K ＋・2 ＋・2 ＋・2 十 十 1・2 1・2 ＋・2 拳 十

Cymbユdlu蹟　goer夏ngll シュンラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　K ÷ 十 十 1・1 1・1 1・2 1・1 1・1 1・2 1・2

Ophlopogon　ohwエ1 ♪カ“ハ“シ“ヤノピケ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K ÷ 十 十 ÷ 十 十 十 ÷・2 ＋・2 ＋・2

（翅⊇1e　Arten　f渡r　we王che　ln　elner　bestlm蹟毛en　Sch玉cht　eine　Zu－　und　Abnahme　beobachもet　worden　lst：

Cephalotaxus　harrlngtonla

Akebla　trlfo1王a七a

TraChelOSpermU撫　aSlatlCU珀　Var　　lnterme（hU顕

特定の階屡にのみ消長が見られた種
イヌガヤ

ミツバ“アケビ“

テイカカズラ

S

K
S

K
S

K

1・2

＋・2

2・2

1●2　　1・2　　1　2　　1・2

　十　　　　　季　　　　　十　　　　　十

＋。2　 ＋・2　 ＋・2　 ＋・2

　・　　　　十　　　　十　　　　十

＋・2　 ＋・2　 幸・2　 ＋・2

2。2　 2　3　 3。3　 3・3

1・2

　十

2・2

　十

＋・2

3・3

1ウ2　　1r2　　1・2　 1・2

　十　　　　　十　　　　　十　　　　　十

＋陰2　 ＋・2　 ÷・2　　1◎2

＋ゆ2　 ＋92　 ÷・2　 ＋・2

＋・2　 ＋・2　 ＋齢2　 ＋・2

3・3　 3。3　 3・3　 3・3

’41）三e　Arten　　釜銭r　welche　ln　alle轟　Sch三chten　elne　Zu－　und　Abnah鵬e　beobach毛et　worden　ls七：

Pertya　glabrescens
Neo11tsea　serlcea

Stachyurus　praecox

Torreya　nuclfela
Rhododendron　kae頒pferl
Rhus　amblgua
Acer　crataegユfo玉1U蒲

Boehmerla　splcata
Vlb難rnum　dllatatu！爵

Paederla　scande鷺s　var，　恥aユrel

Asplen正um　lnc1SU田

DIoscorea　Japonlca
Quercus　serrata

Oplls蹟enus　undu互atlfollus　var．　Japonlcus
Cepha豆anthera　Ionglbrac毛eata
KalopanaX　PIctUS
Gynoste署nma　pentaphyllu田
Lysユmachla　cleセhrOユdes

POlygona七um　laSlanthum
Ophlopogon　3aponlcus
So互1dago　vlrga－aurea　var．　aslatlca
Celt工s　s1汽e職sユs　var，　Japonlca

EIaeagnus　奮1abra
Pyrola』aponlca
Clematls　telnlflora
ArdkSla　crenaもa
V10互a　grypoceras
Alnus　f夏r∫na

Boeh蒲erla　longlsplca
Rosa　順Ultlflora

阿oru＄　bombアCls

Lespedeza　blco正or　f．　acutユfoha
Desmodlu田　oxyphy三1u恥

Fraxlnu＄　slebo互dlana
渇andlna　αomestlca
Evod王opanax　エnr夏ovans

Trlpterospermu蘇1　Japonlcu獅
Sr蹴lax　sleboldユ1

Pla覧a鷺thera「蹴n◎r

全購磨を通して消長を伴う変化が見られた種
ナカ“ハ“コウヤホ“ウキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

シロダモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

キフ“シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

カヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
ヤマツツシ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

ツタウルシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ウリカェテ職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

コアカソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ガマズミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ヘクソカス“ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

トラノオシダ鳩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（

ヤマノイモ　　　　　　　　　　　　　　　　　S

＝】ブラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

＝｝チチ“ミサ“サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ササハ“キ“ンラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ハリキ“り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

アマチヤツ“ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

肋トラノオ　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ミヤマナ｝しコユ雪）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

シ“ヤノピケ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

アキノキりンソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

エノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ツ3しク“ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

イチヤクソウ　　　　　　　　　　　　　　　　K

センニンソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

マンリョウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

タチツボ“スミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヤシャフ“シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B1

ヤフ“マオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ノイバラ　　　　　　　　　　　　　　　　　S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヤマグワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヤマハギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
ヌスヒ“トハキ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

マ，しハ“アオタ“モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ナンテン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

タカノツメ　　　　　　　　　　　　　　　　　K
、ソ｝レりント“ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 K

ヤマカシュウ　　　　　　　　　　　　　　　　　K
オオA“ノトンボ“ソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

十

十

十

十

○

十

十

十

〇

φ

2・1

　十

　十

十

　十

　●

1・1　　＋

　十

÷・2　＋・2

　十　　　　　十

　÷　　　　　十

　十　　　　　十

　十　　　　十

　十　　　　十

　十　　　　　十

　十

　十

1・2

　十

十

十

÷

十

1・2

o

　○

　十　　　　　十

2・1　2・1
　十　　　　　十

　十

十

十

＋・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

乎

十

十

十

○

十

十。つ
　　」

　十

　十

　．

　十

　十

　十

　十

　十

　十

十

十

十

十

十

十

，

十

十

十

○

○

十

．

＋・2　＋・2

　÷　　　　十

　　　　　十

1・1　1・1
＋　　1・ユ

　十　　　　十

　十　　　　　十

＋・2

　　　　　十

＋　　＋・2

　十　　　　　十

　十　　　　十

　　　　＋・2

　十　　　　十

　十

　十

＋・2　　＋

÷・2

　十

＋・2

　十

　十

軒2
　・

　十

．

十

ρ

十

十

十

十

十

．

○

●

．

．

＋・2　＋・2

　十　　　　　十

＋・2　＋・2

1・1　1・1

1・1　　・

　÷　　　　十

　÷　　　　十

　　　　　十

　　　　　十

　十　　　　　十

　十　　　　　十

　十

　●

　÷

o

十

十

十

●

●

○

十

阜

十

十

十

〇

十

十

＋・2

＋・2

十

÷

十

十

十

十

。

十

十

十

ψ

十

○

●

＋・2

．

Tabelle 2謙縢灘H卍巴課。、姻・a一一23・。

La級fe擁δe　Nr．：

caヒe　（災，　Auf擁ah蹟e：

gδhe　d．　Bau：nsch王cht－1（跡）：

ceckung　d．　B＆u鴨sc熱1cht－1（％）：

Kδ紅e　d．BaU鴇sc無1ch毛一2（鵬）

ceckung　d．　Baumschlcht一露（％）＝

gδhe　d．　Strauchschlch七（鴨）：

ceck眉引d．　Sセrauchschlc難t（％〉：

p1δhe　d．　Krautschlcht（揃）：

ceckung　d．　Krauセschユcht〈髭）：

`rセenza為1：

選し番弩
ｲ査奪月日

vﾘ第一層の高さ（m）
vﾘ第一層植被率（％〉
vﾘ第二層の高さ（魏）
vﾘ第二層植被率（％）
癘ﾘ層の高さ（m）
癘ﾘ撃墜被率〈％〉
ｯ木型の高さく獄）
趨{雇植被率（％）

o現種数

　1
痰V9

@6
@3
P8
№潤

@8
､5

Q．5

Q0

O．8
U0
T8

　2
C79

P0
P7
P8
X0

@8
P5

Q．5

P0
q》．8

R0
S3

　3
T80

@6
@2
P8

X0

@8
P5

Q．5

P0

p．8

T0
@49

　4
黷W1

@6
@2
P8
X0

@8
P5

Q．5

P0

f．4

@50
U7

　5
C82

@6
@2
P8
X0

@9
S0

Q．5

P5

O．4
U0
U4

　6
T82
P1

Q6
P8
X0

@9
S0

Q．5

P5

f．4

@50
@48

　7
C84
P1

@2
Q0
X0

@9
S0

Q．5

Q0

p．4

@85
U0

1Die　賛ber　den　　an2e難　U轟毛ersuch鷺轟 s2e玉もrau騰 veranderten　Ar七e轟：
一

全調賢愚謹通して全く変化のない響

　Cornus　controversa
　Pru魏us　verecunda

　Acanもhopa発ax　splnOSUS
　Kal◎pa籍ax　p｝CもUS
2Dle　Arten　（圭eren　阿en　e　Deckun　s　rad　urK麦

　Cha鴨aecy鎗arLs　ob毛usa
　PO玉ysセIC｝葦慧町1　tr1P毛eron

　Asもer　ageratoまdes　var。　harae　ま。　玉e慧can毛hus

　Acer　pa互mat琶月〕var．　鵬a毛su順urae

　Prunus　graya轟a
　栂1S毛erla　fl◎rlbun〔至a

　Salv三a　nlppo轟1ca
　Polyg◎轟田n　f三王玉forme

　Geu韮n　3apO轟1CU！n

　獄級豪｝塾s　pa1諭aも廷s　var．　cOPもophy11蟻s

　Clematls　apllf◎11a
　Vlola　grypoceras
　Akebla　tr三follata
　AthLyrL篭】【凱　con1111

　0茎》11s野1enus　羅識d穫latlfo1：us　var・　Japonまcus

　Ade轟ocau｝on　h1皿alalcu閉

　Rosa　m讐It三f王ora
3】）1e　Arもe駿　　fiir　we三。ぬe　ln　einer　best1鐸〕競毛en

　　　ミス鴇卑　　　　　　　　　　　　　　　31　　　　　　　5・3

　　　カスミサ“クラ　　　　　　　　　　　　　　B1　　　　　　　2・1

　　　ヤマウコキ“　　　　　　　　　　　　　　S　　　　　　　　争。2

　　　ハリ串、り　S牽Sozlab三11t翫ver勘derhsも：
　　　量的変化（徽、群度）の増減槻られた種

　　ヒノキ　　　　　　　　　　　B2
　　シ噺ユウモンシ“シタ胤　　　　　　　　　K

　　シ田メナ　　　　　　　　　　　K

　　ヤマモミジ　　　　　　　　　　　S

　　ウワミス“サ“クラ　　　　　　　　　　　S

　　フジ　　　　　　　　　　　　S
　　卑ハ噛ナアキキ、り　　　　　　　　　　　　K

　　ミズヒキ　　　　　　　　　　　K
　　タ“イコンソウ　　　　　　　　　　　　　K

　　モミシ犠イチ識嵐　　　　　　　　　　　　　K

　　ホ、タンツ覧地　　　　　　　　　　　　　K

　　タチツボ“スミレ　　　　　　　　　　　　K

　　ミrソバ甑ヌケヒ“　　　　　　　　　　　　　K

　　ホソバ“シケシタ“　　　　　　　　　　　　K

　　コチフ㌦ミサ噛サ　　　　　　　　　　　　K

　　ノフ“キ　　　　　　　　　　　K

　　ノイハ“ラ　　　　　　　　　　　K

Schlcht　e三ne　Zu一　登nd　Abnah鵬e

1・1

千・2

1・1

　十

王・2

1・2

1・2

1・2

1・2

2・2

1・2

1・1

1・2

乎・2

1・2

＋・2

§◆3　　5弓3　　5・3　 5膨3

2。1　　2。1　 2・1　 2・1

＋。2　 乎。2　 ＋齢2　 昏．2

　や　　　　十　　　　十　　　　豪

1・1　　1。1　　1・1　　1・1

＋・2　 †。2　 ←・2　 ←・2

1曾1　　191　　1・1　　1。王

←　　　雫　　　＋　　1・1

1・1　　王。1　 1。1　　1・2

噌『り2　 ＋。2　 ＋・2　 1・2

2・2　 2・2　 2・2　 2・2

2・2　　2・2　　2。2　　2・2

2●2　 2・2　 2・2　 2●2

1・2　 1・2　 1・2　 2・2

手62　 噺・2　 ＋．2　 1。2

　＋　　 1・2　　1・2　 1●2

＋。2　 幸。2　 ＋・2　　1。2

正。2　 1・2　　1・2　　1。2

＋◎2　 ＋・2　 や曾2　 ＋。2

　＋　　　＋　　重・2　　1・1

　＋　　＋・2　 噸・2　 ＋・2

beobachte毛　worden　isも：

　8　　　9

，85　量85

　6　　10
22　　25
20　　20
90　　90

　7　　　7

10　　1G
2．5　2．5

20　　15
0．4　0．4

85　　85
75　　76

5・3　　5・3　　5φ3　　5・3

2，1　　2曹1　 2・1　 2・1

申●2　 や・2　 市δ2　 噛。2

　十　　　　÷　　　　キ　　　　十

王●1　　1。1　　1。2　 1●王

＋。2　　や・2　　1。2　　＋。2

1・1　　1．2　 192　 1・2

1・1　　1・1　　1・1　　1・1

玉・2　　1・2　 王弓2　 1●2

1・2　　1り2　　1・2　　1・2

2。2　 2・2　 2・2　 2。2

2停2　 2・2　 2。2　 2・2

2。2　　2・2　　2・2　　2・2

2・2　 2・2　 2じ2　 2。2

1。2　 1・2　 1・2　 1・2

1。2　 1・2　　1●2　　1り2

1。2　　1・2　　1・2　　1・2

1。2　 1●2　 1。2　　1・2

＋●2　 2．3　 293　 2・3

1・1　　1？2　 1●2　 1・2

乎・2　 ＋・2　 手●2　 や・2

Zelkova　serrata

Sa聡bUCUS　Slebo王dla捻a

V王burnum　pllcaもum　var，　to蹟e…｝t◎su搬

特定の購磨にのみ消長が見られた種

ケや雫

ニワトコ

ヤフ胤デ、マリ

Bl
B2
S

S

K
S

K

2・2

正・2

　十

　十

2・2　2・2
　季　　　　十

1・2　　＋

　十　　　　や

　十　　　　十

　十　　　　　÷

　，　　　　　　　　　　　，

趣］Arten　f冠r　weまche　夏撤　＆Uen　Schlchセe益　eln　　Zu－　und　Abnahme　beobachtet　worden　ユst：

●

十

十

十

十

〇

●

十

十

十

十

● ． ρ

9

o

十

十

十

十

全階層を通して消長を伴う変化が見られた種

Rub圭a　akane

Peracarpa　carnosa　var．　clrcaeoldes
At註yr1犠m　3apon1C犠m

Pe毛asltes　3隷ponlCUS
CareX　Japo轟1ca
Arlsae旧a　pe轟1飛sulae
c駄lllcarpa　Ja茎》Gnユca

Poa　acroleuca
Arab三s　hlrSUセa

Os：nunda　JapO籍1ca

Luz賎1a　凱u1毛lflora

Athyri幾揃yokoscense
Ce1乞三s　slnens玉s　var．　jap◎Rlca

Zanもhoxyl犠鋤　Plper1セu短

Carp三回忌S　Japonユca

Caca11a　hasセata　var．　or三en毛a玉夏s

Ac毛1轟1dla　polygama
Lep毛orur臓。盤ra　鵬三queha轟a

Ste呂no葱ram：n農　Pozoエ　subsP，　脈olllss1田a

Polyshchu醗　retrosopa圭eaceu醗
Laporもea　bu葺b三fera
τrache至osper揃ur轟　aslatlc継打｝var。　1n毛er醗edlu閉

しuz慧la　p圭umosa
乱onlcerξ～　3鼠PO籍1ca

Dユoscorea　tokoro
Huony鵬us　for毛unel　var，　radlcans
Carex　鵬oilユcula
Rhus　a附b三gua

Osmor｝H　za　ar1S毛ata
Asも三王be　t卜unberg玉三

Gy登oste鵬ma　pentaphyHu旧
Plectran毛hu5　夏轟flexus
C三rcaea　鞘10｝｝三s

Cryp毛otae嚢la　3aponlca
S罫ulax　rlparla　var．　ussurΣensls
Pllea　｝｝a捌ao圭

Polygonum　yokusa｝anUf駐
C＆c＆lla　hastat＆　var。　麦ar至araefolla

Par毛henOCIssus　trlc穫SPIδata
Clrslu恥　Jap◎籍三CUIn

C三rcaea　a三P鷲｝a

Denns毛aedtla　w三玉fordll
Duchesnea　cもrysanもha
Carex　Ien毛a

Phry鵬a　oblonglfolla
S恥1三ax　c姓1豫a

Ables　f三r醗a

Acer　pla翔aもU醗　var。　a恥OenU鵬

Sもyrax　obass三a

騰agno｝ia　obova匙a

Peセas三毫eS　JaponlCUS

Lonlcera　graclllpes
Trlcyrtls　a｛f1轟1s
SolldagG　V夏r鷹a－a斌罫ea　var．　＆sla七玉ca

Fesもuca　parVIglu蹟a
Sk1血腫ユa　Japo鷺1ca

Styrax　3aponlca
Hos毛a　rectlfo王…a
V101丁目verec慧嚢da

At溢yr1U潮n玉PO臓1c疑m

Clelstogenes　hacke111
Hedera　卸hGmbea
Lysmlachla　Japonlca　f．　subsess…圭1s
Des功odlu醗　oxyρ羅yllu勘

L111u翻〕corda毫u鵬

Deutz1哉　crena毛a
？01y呂0跳wn　6eま）1｝e

Caca圭1a　farfaraef◎lla　var．　bulbl｛era
Po乞e轟tIBa　freynla轟a
Achyra籍thes　3aponユca
CIefIヒ哉tls　＆P正Ifo圭圭a

S匙e玉1arla　seSSIIlf匪ora
Deuもzla　gracllls
越agnolla　obOV｛誌a

G＆II犠罰1　pseudoasprell犠m
Cleヨnξ乞tls　ap1｝folla　var．　blterna毛a

Dlsporum　s置nllaclnu嫁l

Youngla　3aPO轟1ca
C熱10ra駿thus　serratus
SanlC妓1a　c益1nens三S

Cacaha　delphlnllfolla
Amph1Carpaea　毛r1Sperma

アカネ
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Tabelle 22永久方形区組成表（i至PQ－24）

　Bestandstabelle　der　Dauerquadrat（HPQ－24）。

Laufende　Nr．：
cate　d．　Auf飛ahme：

通し番号
ｲ査年月日

　1
¥79

@6

　2
C79
P0

　3
ｺ80

@6

　塩

¥81

@6

　5
｣82

@6

　6
?８2

P1

　7
C84
P1

　8
C85

@6

　9
C85
P0

2 17 3 2 8 28 1 22 24

｝｛6he　d。　Ba経田schlchも一1（鴨）：

ceckung　d。　Ba這mschlcht－1（％）：

gohe　d．Baumschlcht－2（m）
ceckung　d．　Bau謝〕schエcht－2（駕）：

p｛ohe　d。　Sもrauchschlcht（恥〉：

ceckuag　d．　Strauchsch｝cht（駕）：

gohe　d．　Krautsch夏cht（田）：

cecku海g　d．　Krautschlcht（κ）：

`rte捻zah玉：

高木第一優の高さ〈m）
vﾘ第一魍植被率（％〉
vﾘ第二厨の高さ（m）
vﾘ第二層植被率（％）
癘ﾘ層の高さ（m）
癘ﾘ厨植被率（％〉
趨{層の高さ（m）
¥本層植被率（％）

o現種数

20
W5
P3

R0

@2
S0

O．4

X5
R4

20
W5
P3

R0

@2
S0

O．4
X5
S1

20
W5
P3

R0

@2
S0

O．4

X5
S4

20
W5
P3

S0

@2
S0

O．4

X5
R8

20
W5
P3

S0

@2
S0

O．4

X5
_1

20
W5
P3

S0

@2
S0

O．4

X5
R3

20
W5
P3
S0

@2
Q0

O．4

W0
R5

20
W5
P3

T0

@2
Q5

O．4

X0
R9

ao
W5
P3

S0

@2
Q0

O．4

W5
@41

1　Dle　iiber　den　　ξ延nzen　UnもersuchUn　szeltraミ工訂毒 ver護nderten　Arten：
全調査聴を通して全く変化のない種

Q娠ercus　田ongGhca　var。　grosseserra七a ミス、ナラ B1 2・1 2・1 2・玉 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1
S や 十 十 十 十 十 ÷ 十 ÷

querc絃s　serrata コブラ B1 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3

Castanea　crenata グ」 B1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・玉 2・1 2・1

Leplsorus　onoe！ ヒメノキシノア S ＋・2 争・2 ＋・2 手・2 弔・2 ＋・2 ＋・2 ÷・2 秦・2

Rhodode捻dron　kae恥Pferl ヤマツツジ S ＋・2 肇・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 ＋・2 桑・2

ZanthoxylU鵬　PlperltuIn サンショウ S 十 十 ÷ 十 乎 桑 十 十 十

Acanthopa轟ax　scla駐ophyll◎1des コシアフ“ラ S や 十 十 や 十 十 十 十 十

Sorbus　3aponlca ウうジ臼ノキ S 牽 十 十 十 ÷ 十 十 争 十

CarplnUS　　王axユflora アカシデ S や 十 手 牽 千 十 率 千 十

Acer　Sleboldユanu脇 コハウテワカェデ S 十 や ÷ 十 や 十 † 昏 ÷

Acer　pa1醗atum　var．　鵬atsumurae ヤマモミジ S ÷ 牽 十 十 十 昏 十 十 ÷

Clrslu皿　tanakae ノハラアザミ K 轡 卓 十 十 十 十 十 ÷ ÷

CarPlnUS　Japonユca クマシデ B2 玉・ユ 1・工 1・1 ユ・ユ 1・工 1・ユ 14 ユ・1 圭・1

2Dle　Ar毛en　　deren　図en　e　Deckun　s　rad　und　So zlablhもaも　verander毛　1st：
璽的変化（被度、群度）の増減が見られた種

Ostrya　3aponlca アサダ B2 十 十 十 十 ÷ 十 1・1 1・1 1・1

Stephanandra　1簸Clsa コゴメウツギ s 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3 4・3 1・2 1・2 1・2

RUbus　palmatuS　Var．　coptophylIUs モミジイチゴ S 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 ÷ 十 十

Lonlcera　grac111pes ヤマウク“イスカグラ S 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 1・1 や ÷ 十

Acer　ruflnerve ヴ，ハダカエテ犠 B1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1 2・1

B2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 レ2 1・2 1・2 1・2

S 十 十 十 十 1・玉 1・1 十 十 十

島1sterla　florlbu琵da フジ S 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 1・2 ＋・2 1・2 1・2

Sasa　n1PPO難lca ミヤコサ、サ K 5・5 5・5 5・4 5・4 5・4 5・4 5・4 5・4 5・4

Ar毫enmls互a　kelskeana イヌヨモギ K 1・2 や ÷ 十 十 十 十 ÷ や

Sasa　borealls ス澱タケ K 牽 1・2 玉・2 1・2 レ2 1・2 レ2 2・2 2・2

FraxユnUS　Sleboldlana マルハ“アオタ“モ B2 2・2 2・2 ÷ 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2

S 十 や 幸 十 十 十 十 ÷ 十

Oplls田en斌s　undulatlfollus ケチヂミザサ K 十 ÷ 十 1・2 ÷ ← 十 昏 乎

3Dle　Arten　fUr　we三che　ln　e三ner　bestlm峯Bten　Schlch乞　elne　Zu－　u捻d　Abnah搬e　beobach重et　worde轟　1s乏：

Calllcarpa　Japonlca

Carpユ溌us　εschonosk11

特定の階層にのみ消長が見られだ種
ムラサキシキブ胤

イヌシデ

Sy鋤Plocos　chlne魏sls　var．　1eucocarpa　f．　pllosa　サワフタギ、

亙4Dle　Arten　　f簸r　welche　ln　allen　Schlchten e1鷺e

B2
S

B2
S

B2
S

1・1

2・1

Z雛一　猿nd　Abnah暁e　beObachtet　wOrde籍　1st：

十

1・1　　1・1　　1。1　　王P1

　十　　　　十　　　　十　　　　牽

2・ま　 2・1　 2・1　 2曹エ

　十　　　　十　　　　十　　　　拳

　…　　　　　　　　　王・1

　十　　　　十　　　　や　　　　　・

1・1　　雫　　昏　　＋
　十　　　　卓　　　　や　　　　十

2り1　 2・1　 2・1　 2・1

　÷　　　　÷　　　　÷　　　　十

1・1　　1・1　　王・1　　1。1

　。　　　　・　　　　重　　　　÷

VIGla　elaanens…s
Ce王astrus　orb真CUlaセus
R垂鷺ユS　a鵬blgua

A皿phlcarpaea乏nsper皿a
CareX　lanceolata
Plecもranthus　1轟flexus
CareX　slderos毛ま。セa

Vユoi農grypoceras
VIola　もake（玉ana

S目玉1ax　ch1罰a

Llr三〇診e　脇1nor

S皿11ax　blflora　var，　trmer剛a
V三burnu冊　eros慧m

Trlcyrtls　affln王s
Pourth｝aea　vl　l　losa　var．　laevls

Cor飛琶S　coatrOVersa

Akebユa　もrユfollata

Pyrola　3ap◎飛1Ca
Des恥od王um　oxyphy1王u恥

11ex加acropoda
珂。no毛rOP己str撫910bosum
Actlnldla　arguta
Du騰asla　之runcata
Lエ11u翔aur担士鞭冊
Dlsporu醗　Sヨ111aCl轟um

全階鰹を通して1肖長：を伴う変化か見られだ種

　エイサ“ンスミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　ツルウメモト、キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ツ鰍シ　　　　　　　　盤X
ヤフ“マメ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　ヒカケ犠スケ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　ヤマハッカK　タカ、潔ソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

タチッホ蟻スミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヒナスミレ　　　　　　　　　　　　　　　　　K
サルトリイハ“ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ヒメヤフ、ランK協マメ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

コパノガマズミ　　　　　　　　　　　　S

ヤマシ臓ノ本トトキ“スK
カマツカ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ミス特　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
ミツハ、アケヒ“ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

イチヤクソウ　　　　　　　　　　　　　　　K
ヌスヒ“トハ亭“ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ア三身ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　S
ギンリョウソウ　　　　　　　　　　　　　　　　K

サ」のシ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

ノササゲ　　　　　　　　　　　　　　　　　K

照り　　　　　　　長
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o
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○

や

●

●

・

●

o

．

●

十

●

．

．

●

十

●

◎

十

十

十
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　十　　　　十
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÷・2　＋・2

　十　　　　　十

＋・2　“・2

十

，

十

●

十

十

○

o

十

●

●

，

Tabene 23水久方形区組目表田PQ－26）
　Besta登dstabelle　der　玉）auer（1uadrat（HPQ－26）．

Laufe励de　Nr．：
Daもe　d．　Aufnahme：

｝玉6垂｝e　（圭　　…5au粉SC醜1cht（m）：

王）eck慧登9　（圭．　Ba建msch三。わt（％〉：

駐δ難e　d．　S毛ra犠chschlc無t（田）：

Deckung　d．　Strauchsch王cht（駕）：
Hohe　d．　Krauもschlchも（m）：

Decku糠＆　d．　Krautschicht（聚）：

Arte捻zah1：

通し番号
調査無月臼

高太屡の高さ（磁〉
高木：厨植被率（％〉

低木麗の高さ（m）
低木層植被率（％）

草本屡の高さ（m）
草本：屡承直被率〈％〉

出現種数

1Dle　亘ber　den　　a漁zen　導nters犠。臨un　sze嚢raum　ver護nderten　Ar毛e賑：

　　1

撃79

　6
　2
18
80

L5
10

0．3

20
51

　　2

P79

王0

19

18
80

L5
10

（）．3

40
35

　　3　　4　　5
撃80　　重8王　　響82

　6　　6　　6
　2　　　1　　8
18　　18　　王8
80　　80　　8（）

王，5　 1．5　 2．5

10　　15　　15
0，3　　0．4　　0，4

40　　40　　75
54　　57　　5穫

　　6

782

11

28
18
80

2．5

15
◎．4

ア0

41

　　7　　8　　9
，84　　，85　　“85

11　　6　　10
　　2　　22　　26

王8　　18　　18

80　　8G　　70
玉。4　0。7　 1。0

　　5　　　5　　10

0．4　　0．4　　0。4

4⑪　　75　　80

45　　59　　66

　縛1sterla　florlbunda
　Ca玉主玉carpa　JaPG轟1ca

　Eu◎ny恥us　slebold玉a飛us

　Dloscorea　毛ok◎ro
　A毛hyr王u∬｝！nponlCU皿

　Aca掩t熱◎panax　splnosus

　CarplnUS　3aponlca
2D三e　　rもe難　deren　擁e轟　e　Deck縫登　s　rad　u籍d

　　全調

　　　フジ

　　　ムラサキシキブ“

　　　マユミ

　　　トコロ

　　　イヌワラビ、

　　　ヤマウコギ

　　　クマシデ

SOZ玉ab11玉亀at

査時を通して全く変化のない種
　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　K

　　　　　　　　　　　薮

　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　S

ver護捻dert　IS毛：

璽的変化く被度、
スギ

　キハ“ナアキキ噛リ

　ヤマグワ

　十

レ2
　十

群度〉の増減が見られた種
B
K
S

K
S

S

S

K
K
K
K
K
K
区

K
S

5・4

　十

1・2

争・2

　十

1・2

＋・2

＋・2

＋・2

　十

　十

　十

千　　　　重　　　　十　　　　療

　十　　　　÷　　　　十　　　　牽

　十　　　　÷　　　　十　　　　浄

1・2　　1・2　　1・2　　1・2

　十　　　　←　　　　哩」　　　　ナ

　÷　　　　十　　　　十　　　　壷

　÷　　　　十　　　　十　　　　十

5。4　 594　 5・4　 ξ｝・4

　十　　　　十　　　　÷　　　　十

十。2　　十。2　　十・2　　1・2

　手　　　　十　　　　←　　　　番

　十　　　　十　　　　十　　　　十

＋　　　＋　　　÷　　1・1

　十　　　　÷　　　　十　　　　申

1・2　 2・2　 1●2　 1・2

1●2　 1．2　 1●2　 1．2

　や　　 1・2　　1。2　 1り2

÷　　＋・2　　率　　＋

　十　　　　十　　　　十　　　　や

　＋　　 1。2　 1●2　 1・2

1ひ2　 ÷り2　 ＋・2　 ＋い2

　＋　　　÷　　192　 1。2

　や　　　　十　　　　十　　　　十

千　　　　十　　　　十　　　　十

十　　　　争　　　　÷　　　　や

　噸　　　　櫓　　　　十　　　　牽

1。2　　1・2　　玉・2　　1・2

　十　　　　十　　　　十　　　　乎

　十　　　　十　　　　十　　　　十

　十　　　　十　　　　十　　　　十

CryPセ。翔er三a　japo轟1ca

Salvla　n玉ppo飛lca
態orus　bombycユs

　Zan一回oxylU鵬　Pl茎｝erltu臆

　Aralla　elaもa
　Stephana捻dra　lnc王sa
　Caca11農　delph1嚢ilfolla
　V1◎la　hondoe轟Sls
　Celasセrus　orbユcuiat犠s

　San三cula　chlnenSls
　AthyrLum　yokoscense
　Leptoru鵬ohra　旬lquellana
　Sasa　窺1ppon三ca
　Akebla　qu1峯｝aセa

　Sa鵬bucus　sleboldla捻a
4Dle　Ar毛e籍　f慧r　welche　m　al三en　Schlc｝就en

　　　サンショウ

　　　タうノキ

　　　コ＝ゴメウツギ、

　　　モミジガサ

　　　アオイスミレ

　　　ツ｝しウメモ塾、キ

　　　ウマノミツハ噛

　　　ヘヒ塩ノネ＝】、サ“

　　　ナライシダ

　　　ミヤコザサ

　　　アケヒ、

　　　ニワトコ

e三ne　Zu一　疑n（至 Ab臓ah汀峯e　beobachteも　worde警｝　ISも：

5・4　 5・4　 5・4　 4・4

　＋　　　や　　2，2　 2。2

王。2　　＋　　 1，2　 1●2

　十　　　　争　　　　十　　　　十

1・1　　＋　　　÷　　　乎

レ1　　噸　　＋　　　←

＋・2　　＋　　　＋　　　＋

1・2　 ＋・2　　や　　　＋

1・2　　や　　　乎　　　＋

1。2　 ＋・2　 ＋・2　 ÷・2

　“　　　　十　　　　十　　　　十

　十　　　　噸　　　　十　　　　十

1・2　　1・2　　1・2　　1・2

1。2　 や。2　 ＋・2　　1。2

1．2　 1．2　　1。2　　1，2

1・1　　＋　　　＋　　　些

全階層を通じて消長を伴う変化が見られた種

S毛yrax　3apon三ca

Lo轟1cera　graclllpes
Rubla　aka熟e
Onoc玉ea　se臓slb1玉｝s　var。　まn毛errupta

Rub這s　buergerl
S搬11ax　r玉parla　var．　uss羅rle飛sls
Cle費｝a毛まs　aρ11fo｝…a

The圭y茎》セerユs　pa玉ustrls

Lychnls　恥三quellana
Arlsae繭a　pe識1籍sulae

Aral互a　CGrdata
Pterld1日目　a（蓬U1玉1籍u恥var．　1at1UScu1慧田

Des鵬odi羅錦臼　oxy茎》hyllu顕

Akebla　trlfolla七a
Cala罰1a菖rostls　arund1叢acea　var．　brachytrlcha
Lユ11u臨　corda七u冊

Prunus　vereCU駿da
Angellca　pubescens
｝｛elWlngla　3apon玉ca

Rubus　雌1crophy1正銭s

Rubus　hlrSUもUS
P毛erGcarya　rholfo王1a
Acer　鶏10no　var．　a醗blguum

Platanthera　旬1nor
B◎eh翻1erla　trlcusp1S

Peもasltes　3apo轟1cus
As毛er　a歪ζeraも01des　var。　harae　f．　leucant｝蓄us

CIl擁◎pod玉u醗　grac王1e　v＆r。　…n穫ltlcaule

I魏頚atlens　tex毛orl

Poly鷹onum　thunbergll
Rubus　pal峯natus　var．　cop乞ophy主王us

Sm1圭ax　slebo玉dll

Carex　pユslfor狛1s
Vlb慧r捻u肩】PIlcatu鵬　var．　to峯ne轟tosu朗

V蒙0圭a　e12＆nensls

君qulsetu蹴　arve簸se

Chloranもhus　3aponicus
Tぬ哉hc毛r羅m　ke醗ense　var．　hypoleucum

Rubus　cra乞aegユfollus
O茎｝hlopO＆on　王）1anlsca茎｝US

Card三andr＆　a三毛e∫籍lfo1三a

Op玉1s醗e轟疑s　und慧latユfollus　var．　JaPonlcus

王，ys1鋤achla　clethrOldes

8割引atorlum　chlnense　var．　s1恥Plユclfo11獄鋤
Plcras鵬a（蒙uass玉G1（圭es

Carex　leucochlora
Rosa　蒲ult｝flora
＠犠ercus　serraもa

S飢1星ax　ch1論a

Ty三〇Phola　ar三stoloc琵101des
Fes毛疑ca　parv191U恥a

Actaea　as三atlca
Vユ01a　rossユユ

Astllbe　mlcrophylla
Croもa王arla　ses＄111flora
Youn竃1a　3　apO駐1ca

Gy飛oste下闇a　ρe轟taphy王1疑鵬

P＆e（至er三a　scandens　var．　鵬alrel
HOSもa　「1垂0陰ta鶏a

Al齎pe三〇psls　brevlpeduncula毛a
La裏｝o罫tea　bu玉blfera

Cacalla　farfaraefo玉…a　var．　bulb1£era
三）10scorea　tokoro

Dloscorea　3aponユca
Syne1まesls　pai鵬at＆

Chlora鷺thus　serr段とus
Codo喬◎ps三s　la渦ceo玉aセa

Plectran毛h羅s　ln圭1ex慧s

I揃patiens　轟0王三ta轟gere
Des湧odユ遜頚】　o王dha跡11

Sasaella　ramosa
Co加鶏e正正轟a　co彊1勘un三s

越1crOSもegl犠田　3aPO捻ICU鋤

V正burnum　δ1王a毛at慧揃

エゴノキ

ヤマウク“イスカク噺ラ

アカ宗

コウヤワラビ

フユイチゴ

シオデ“

ボタンヅル

ビメシダ

フシク㌦ロセンノウ

コウライテン♪ンショウ

ウド

ワうビ

ヌXヒ“｝八キ、

ミツハ“アケヒ“

ノが弓ヤス

ウバエリ

カスミザクラ

シシウド

ハナイカダ

ニガイチゴ

クサイチゴ

サワグルミ

オ識イタヤ

オオハ、ノトン宗、ソウ

アカソ

フや

シ歯肉メナ

ヤマトウ’、、ナ

ツリフネソウ

ミソツバ
モミシ㌦イチ＝1、

ヤマガシュウ

ホンモンシ愉スケ矯

ヤフ嘱テ、マリ

エイサ、ンスミレ

淋“ナ

ヒトリシス㌦カ

ア勒ラマツ

クマイチゴ

輪生ハ、シ㌦ヤノピケ“

クサアジサイ

コチチ“ミサ、サ

オカトラノオ

ヒミ1ト、弓ハ、ナ

ニが率

ア宕スゲ

ノイハ“ラ

コナラ

サ鳥トリイハ“ラ

零零カモメツ鴇比

ト船シガラ

ルイヨウシヨウマ

アケ本、ノスミレ

チダケサシ

タヌキマメ

オこタビラコ

アマチャツ“ル

ヘクソカズう

オ写ハ’」キ噛オく犠ウシ

ノフ、ドウ

ムカコ、イラクサ

タマフ博

トコ目

ヤマノイそ

やフ、レガサ

フタ｝ヌシス、カ

ツ｝砿ンジン

ヤマハッカ

キツリフネ

フシ、カンソ、ウ

アズマザサ

ツユク讐

ササガヤ

ガマズミ

S

s

K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K

K
S

S

S

S

S

K
K
K
K
K
K
K
K

K

K
S
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K
K
K
K
K
K
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K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
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K
K
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K
K
K
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1・2

争・2

　十
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　十

　十
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●

○

9
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●

十
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1・2
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o

○
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・
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○
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●
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十

十

十
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1・2
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　十
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十

十
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○

○
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○

．
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＋・2
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●
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．

●

o

o

．

o

十
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　十
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4・4
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●
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十
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○
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　十
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o
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●
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1・2
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●
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●

o

●

十

〇

○
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＋・2
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÷・2

＋・2
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＋・2
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＋・2
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●

●

や・2
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＋・2

“・2

＋・2

　0

十

十

〇

十

●

十

〇

噸

　十
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1・2
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亭・2
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2・3

　0
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τ躍｝《綾1¢　驚4．永久：庁形縫綴成爽（鷺P建一27）

　　　　　　　恥st繍献・bd1¢譲er　D・uerqu哉dra重（髄．2フ〉．

L鼠職ま鮨種δe　麓r。：

至〉ξ集｛；e　｛ま。　《疑£轟＆嚢蹟豊：

　冠蒼h｛｝　dO　3a㎜sc｝妻1《漁と｛隣〉ご

1｝eck揺轟鑑　眼．　δa風声SC難三C誌も《駕〉；

諺菖熱a　dゆ　s毫ra殺¢hsc舞1¢海も（轟｝〉ε

夏）eckung　d◎　Sもra犠chsch三¢ぬ七く鋸）；

｝…暮蓑e　（叢夢　区…・a犠もsch三C魁毒《溝）；

｝）ec｝弧三轟墓　（圭。　Kr＆斌tschlcht（％）：

Ar七e跳zah玉；

　　1D玉e　蓑b3r　δ｛誠｝　　a糠2二飛

Pi毛もos三｝◎rな獅　セ◎b二ra

　C＆鐡elh駐　きa整◎難1ca

　LoPX｝era　3ξヒPαuCξ≧

　琶｝＄｛撫舞もh織s　sH｝e難s1菖

　NeG1｝弛seξヒ　serユ¢ea

　P王erlS　3a整0籠ΣC＆

　Care＝ζ　co恭iく≧a

2D三ミ　Ar電er｝　der癌轟　挺　箕

　P三轟蟻s　thunber≦ζ1i

　Ar《支1＄三＆　3　a峯x｝嚢三◎ξし

　Alns！真aea　aPICU玉aセa
　Llr1◎pe　凱箋磯or

　◎Ph1◎撃Qgon　p玉ap1SC＆目篭＄

　8犠ryξ襲3a沿◎議1ca
《玉＞ie　Arもe轟　　f慧r　響2三（三無s

遜し番弩 1 2 3 繧 5 6 7
回避奪蒋iヨ 警？§ サ7§ 撃80 整s1 脅籠 層s3 撃s毒

6 lQ 6 6 6 11 11

s 18 3 3 1◎ 27 2

高州層の高さ（撮〉 王1 11 11 1豊 圭2 1a 14

高樹雇櫃被寧（％） 7登 ？G ？o 7暴 75 75 75
懲i承癬の高さ（漁〉 1．誉 1．s L＄ 1．7 L7 Lワ 馨．命

鋸）； 低温薦植被畢く％） 70 70 ？o 7倉 ？Q 鴨 so
草本螺の高ざ（Pα） o．6 ◎．5 o．暮 o．5 ◎．5 o．謬 o．難

： 草ホ屡鴫野躍〈％〉 20 鱒 2⑪ 2◎ 20 1◎ 15

出現種数 21 23 21 26 25 18 19

糠毛ersuch鞭sz磁t＆灘 ver土嚢d燥r㌃en　Arte捻；

全照査蒔を遜魏て全く変銘のない種
トへ“ラ S 4・3 4・3 唾・3 畦・3 荏・3 壌・3 を3

冠 軒2 ＋・念 噸・a ＋・2 †・2 ÷・慧 幸・a

ヤアr穿バ華 s 2・2 盆・盆 2・3 £・a 念・2 2・ゑ 2・2
スイカス穐ラ K 浄・£ ÷・3 や・2 ＋・¢ 舶窪 や・2 ÷・2

スス峯 翼 ← 幸 牽 幸 噛 拳 屯

濾ダそ K や や ÷ “ 受 千 争

ア慧ヒ甑 K 牽 拳 ÷ や や ÷ 千

七急減ンスゲ κ 牽 牽 や や 争 や 乎

¢Deeku疑sraα篭麟 SOZ三ablli雛t艶r蝕d¢rも減：
盤鈎変化（緯度、豪農）の増減が箆られた種
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